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詞林　第69号　2021年 4 月

■
前
言

　

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』（
重
要
文
化

財
指
定
。
以
下
、
陽
明
文
庫
蔵
本
と
す
る
）
を
底
本
と
し
て
、
新
た
な

校
訂
本
文
と
現
代
語
訳
、
及
び
読
解
上
必
要
と
な
る
最
低
限
の
引
歌
・

典
拠
等
の
指
摘
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
該
本
の
基
礎
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
陽
明
文
庫
叢
書
に
お
い
て
詳

細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
こ
こ
で
は
、

当
該
本
の
書
写
年
代
と
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
の
み
触
れ
て
お
き
た
い
。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
定
着
し
て

い
る
。こ

の
五
十
四
帖
の
伝
本
は
、
そ
の
本
文
・
外
題
の
筆
蹟
、
表
紙
・

本
文
の
料
紙
そ
の
他
か
ら
判
断
し
て
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
書
写
と

見
ら
れ
て
い
る
三
十
四
帖
を
基
幹
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
諸
帖
の

本
文
は
青
表
紙
本
で
も
河
内
本
で
も
な
い
別
本
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
鎌
倉
時
代
後
期
乃
至
は
吉
野
時
代
に
か
か
る
こ
ろ
の

書
写
か
と
み
ら
れ
て
い
る
諸
帖
（
別
本
五
帖
、
青
表
紙
本
十
二
帖
）

と
、
江
戸
時
代
（
寛
永
～
寛
文
ご
ろ
か
）
の
補
写
本
三
帖
（
青
表

紙
本
系
統
）
と
を
加
え
て
五
十
四
帖
を
構
成
し
て
い
る）

（
（

。

右
の
ご
と
く
、
鎌
倉
期
書
写
の
帖
を
数
多
く
有
し
、
か
つ
そ
の
本
文
が

別
本
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、例
え
ば
、池
田
亀
鑑
氏
が『
校

異
源
氏
物
語
』『
源
氏
物
語
大
成
』
に
採
録
し
、
ま
た
『
源
氏
物
語
別

本
集
成
』
で
は
底
本
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
別
本
の
中
で
も
と
り
わ
け

注
目
さ
れ
て
き
た
。
平
安
期
の
写
本
・
断
簡
が
残
ら
な
い
『
源
氏
物
語
』

に
あ
っ
て
、
鎌
倉
期
本
文
は
平
安
期
本
文
の
様
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
可
能
性
を
持
つ
。
そ
の
重
要
な
一
資
料
と
目
さ
れ
る
の
が
、
当
該
の

陽
明
文
庫
蔵
本
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、定
家
本
系
統
の
本
文
に
強
く
依
拠
す
る
現
状
の『
源

氏
物
語
』
研
究
に
あ
っ
て
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
物
語
世
界
が
十
分
に

理
解
・
流
布
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
研
究
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
当
該
本
の
校

注
・
訳
を
新
た
に
作
成
し
、
一
案
と
し
て
提
示
す
る
。
本
稿
が
、
定
家

陽
明
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』
校
注
・
訳
（
一
）
―
―
桐
壺
巻
―
―

瓦
井�

裕
子
・
松
本�

大

https://doi.org/10.18910/79221
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本
・
河
内
本
の
成
立
以
前
の
段
階
に
お
け
る
、『
源
氏
物
語
』
享
受
の

実
態
解
明
の
一
助
に
な
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

■
桐
壺
巻
の
書
写
状
況
に
関
し
て

　

桐
壺
巻
へ
の
調
査
の
結
果
、
本
文
の
訂
正
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ

た
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

桐
壺
巻
で
は
、
重
ね
書
き
・
擦
り
消
し
に
よ
る
訂
正
、
ミ
セ
ケ
チ
、

補
入
な
ど
本
文
の
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
重
ね
書
き
と

擦
り
消
し
は
す
べ
て
書
写
者
と
同
筆
と
認
め
ら
れ）

（
（

、
書
写
と
同
時
に
行

わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
は
、
訂
正
前
の
本
文
を
視
認
で

き
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
見
る
に
、
単
な
る
書
き
間
違
い
と
そ
の

訂
正
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
巻
の
書
写
者
は
、
書
写
中
に

誤
り
に
気
付
い
た
場
合
、
基
本
的
に
は
重
ね
書
き
に
よ
る
訂
正
を
行
い
、

重
ね
書
き
に
よ
っ
て
判
読
が
困
難
と
な
る
場
合
に
は
、
擦
り
消
し
て
新

た
な
文
字
を
書
く
、
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。

　

補
入
も
本
行
本
文
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
墨
色
は
や
や
異
な
る
た

め
、
書
写
を
終
え
た
後
に
校
閲
を
行
い
、
書
き
落
と
し
て
い
る
語
句
を

補
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
本
と
校
合
の
痕
跡
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
大
き
な
異
同
が
頻
出
す
る
訳
で
は
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は
そ
の

可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
。
ミ
セ
ケ
チ
は
桐
壺
巻
に
お
い

て
三
種
が
認
め
ら
れ
る
。

　

第
一
種）

（
（

は
、
墨
色
が
本
行
本
文
と
同
一
で
あ
る
た
め
、
書
写
者
が
そ

の
場
で
誤
り
に
気
付
い
た
場
合
の
も
の
と
把
握
さ
れ
る
。
文
字
の
削
除

の
み
を
目
的
と
し
、
文
字
の
訂
正
や
補
入
は
行
わ
れ
な
い
。

　

第
二
種）

（
（

は
、
本
行
本
文
と
は
墨
色
が
異
な
り
、
書
写
後
の
所
為
か
と

考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
箇
所
も
誤
写
が
疑
わ
れ
る
部
分
に
見
え
、
こ

れ
も
他
本
と
の
校
合
の
結
果
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
一

種
と
同
じ
く
、
文
字
の
削
除
の
み
を
目
的
と
し
、
削
除
後
の
訂
正
や
補

入
は
行
わ
な
い
。
本
文
書
写
者
に
よ
る
所
為
か
否
か
は
判
断
し
が
た
い

が
、
先
述
し
た
補
入
の
態
度
を
見
る
に
、
本
文
書
写
者
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
ミ
セ
ケ
チ
の
性
質
と
し
て
は
、
第
一
種
と
同

様
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
種
は
、
墨
色
・
ミ
セ
ケ
チ
の
形
状
・
文
字
削
除
の
性
質
・
傍
記

の
有
無
と
い
う
い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
、
第
一
種
・
第
二
種
と
は
異

な
る
。
第
三
種
と
認
定
し
た
ミ
セ
ケ
チ
三
例
の
う
ち
二
例
は
、
次
の
よ

う
に
、
元
の
本
文
で
も
意
味
が
通
る
箇
所
に
ミ
セ
ケ
チ
を
付
し
た
上
で
、

新
た
な
本
文
を
傍
記
す
る
。
二
重
線
は
ミ
セ
ケ
チ
、〔　

〕
内
は
傍
記

を
表
す
。

①
日
々
に
ま
さ
〔
を
も
〕
り
て
い
と
よ
は
く
な
り
た
ま
ひ
ぬ
れ
は

（
五
ウ
）

②
心
の
を
さ
ま
ら
ぬ〔
さ
り
け
る
〕ほ
と
ゝ
御
ら
む
し
ゆ
る
す（
一

七
オ
）

①
、
削
除
前
の
本
文
の
よ
う
に
、
桐
壺
更
衣
の
病
状
を
「
ま
さ
り
て
」

と
す
る
の
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
独
自
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
が
ミ
セ
ケ

チ
と
傍
記
に
よ
っ
て
、
諸
本
と
同
様
の
「
を
も
り
て
」
に
変
更
さ
れ
て
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い
る
。
ま
た
、
②
、
削
除
前
の
本
文
「
を
さ
ま
ら
ぬ
」
は
、
陽
明
文
庫

蔵
本
と
国
冬
本
だ
け
が
持
つ
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
ミ
セ
ケ
チ
と
傍

記
に
よ
っ
て
「
を
さ
ま
ら
さ
り
け
る
」
と
い
う
、
大
半
の
諸
本
「
お
さ

め
さ
り
け
る
」
に
近
い
本
文
に
変
更
さ
れ
る
。
他
本
と
の
校
合
の
結
果

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
桐
壺
巻
の
本
文
書
写
者
が
誤
字
を
訂
正
す
る
際
に

は
、
基
本
的
に
重
ね
書
き
か
擦
り
消
し
を
行
う
。
ミ
セ
ケ
チ
を
付
し
た

上
で
新
た
な
本
文
を
傍
記
す
る
の
は
、
こ
の
第
三
種
に
属
す
る
ミ
セ
ケ

チ
・
傍
記
の
組
み
合
わ
せ
し
か
な
く
、
こ
の
点
か
ら
も
、
本
行
本
文
の

書
写
者
と
同
筆
で
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
も
う
一
例
は
文
字
の
削
除
の
み
で
傍
記
は
な
い
も
の
の
、
校

合
の
可
能
性
が
あ
る
。

③
を
と
な
ひ
給
て
の
ち
は
あ
り
し
や
う
に
も
み
す
の
う
ち
な
と
に

も
い
り
た
ま
は
す
（
三
二
ウ
）

削
除
前
の
「
あ
り
し
や
う
に
も
」
の
本
文
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
河
内

本
系
統
の
諸
本
、
別
本
の
各
筆
源
氏
、
麦
生
本
が
あ
る
。
一
方
、
定
家

本
系
統
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
訂
正
後
の
本
文
と
同
様
、「
あ
り
し
や
う

に
」
の
本
文
を
持
っ
て
お
り
、
当
該
箇
所
の
訂
正
は
、
単
な
る
誤
記
の

訂
正
で
は
な
く
、
異
な
る
伝
本
と
の
校
合
の
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
し
、
三
箇
所
と
い
う
限
ら
れ
た
判
断
材
料
し
か
な
い
た
め
、

現
段
階
で
は
詳
細
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
本
文
修
正
の
様
相
か
ら
、
校
訂
本
文
を
た
て
る
に
あ

た
っ
て
、
重
ね
書
き
・
擦
り
消
し
に
よ
る
訂
正
・
補
入
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
訂
正
後
の
本
文
を
採
用
し
た
。
ミ
セ
ケ
チ
に
つ
い
て
は
、
第
一

種
・
第
二
種
は
訂
正
後
の
本
文
、
第
三
種
は
訂
正
前
の
本
文
を
採
用
し

て
校
訂
本
文
を
た
て
た
。
本
文
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
場
合

も
校
訂
付
記
に
掲
出
し
た
。

注（1
）
阿
部
秋
生
「
陽
明
文
庫
本
源
氏
物
語
に
つ
い
て
」（
財
団
法
人
陽
明
文
庫

編
『
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
十
六
輯　

源
氏
物
語�

一
』
思
文
閣
出
版　

一
九

七
九
年
）

（
2
）
た
だ
し
、
一
例
の
み
疑
問
を
残
す
。

（
3
）
以
下
の
四
例
が
こ
れ
に
あ
た
る
。「
た
ま
の
を
と
こ
み
こ
を
さ
へ
」（
二
ウ
）、

「
わ
り
な
く
ま
と
は
さ
せ
給
あ
ま
う
り
」（
三
オ
）、「
御
け
し
き
を
見
た
て
ま

つ
る
に
う
ゑ
人
女
房
な
と
」（
一
八
ウ
）、「
ゝ
（
は
）
い
せ
ん
に
さ
ふ
ら
ふ

も
人
〳
〵
な
と
い
と
心
く
る
し
う
見
た
て
ま
つ
り
な
や
む
」（
一
九
ウ
）。

（
4
）
以
下
の
三
例
が
こ
れ
に
あ
た
る
。「
あ
や
し
と
見
た
て
ま
つ
り
給
も
よ
ろ

し
き
事
た
に
か
ゝ
る
わ
か
れ
の
か
な
し
か
ら
ぬ
や
う
は
な
き
わ
さ
な
れ
は
」

（
七
ウ
）、「
や
ま
と
の
こ
と
の
葉
に
も
ゝ
ろ
こ
し
の
う
た
を
も
」（
一
六
オ
）、

「
を
も
し
ろ
き
所
な
り
け
る
を
い
と
ゝ
い
と
ゝ
い
け
の
心
ひ
ろ
く
」（
三
三
ウ
）。
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■
凡
例

一
、�

陽
明
文
庫
蔵
源
氏
物
語
桐
壺
巻
を
底
本
と
し
、
上
段
に
校
訂
本
文

を
、
下
段
に
現
代
語
訳
を
掲
出
し
た
。

一
、�

本
文
は
、
底
本
に
可
能
な
か
ぎ
り
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
心
掛
け
た

が
、
意
味
が
通
じ
な
い
と
こ
ろ
は
最
小
限
の
校
訂
を
行
っ
た
。
そ

の
場
合
は
、
校
訂
付
記
に
そ
の
詳
細
を
記
し
た
。
ま
た
、
疑
義
が

残
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
校
訂
付
記
に
そ
の
内
容
を
示
し
た
。

一
、
本
文
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
校
訂
操
作
を
行
っ
た
。

　
　

1　

変
体
仮
名
は
す
べ
て
通
行
の
ひ
ら
が
な
に
、
仮
名
遣
い
は
歴

史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

用
い
ず
、
該
当
す
る
文
字
を
直
接
示
し
た
。

　
　

2　

漢
字
は
、
新
字
体
で
表
記
し
た
。
異
体
字
・
略
字
等
は
、
通

行
の
字
体
で
示
し
た
。

　
　

3　

底
本
に
付
さ
れ
て
い
る
見
せ
消
ち
は
、
第
一
種
・
第
二
種
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
反
映
さ
せ
、
訂
正
後
の
本
文
を
採
用
し

た
。
第
三
種
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
反
映
さ
せ
ず
、
訂
正
前

の
本
文
を
採
用
し
た
。

　
　

4　

誤
字
や
脱
字
等
の
誤
り
が
あ
る
箇
所
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
な

場
合
に
の
み
、
訂
正
を
加
え
た
。

　
　

4　

底
本
の
表
記
を
改
め
た
箇
所
に
は
、
底
本
の
表
記
を
ル
ビ
と

し
て
掲
げ
た
。

　
　

5　

内
容
把
握
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
適
宜
、
濁
点
、
句
読
点
を

加
え
、
会
話
文
に
は
「　

」
を
付
し
た
。
ま
た
、
適
宜
、
章

分
け
・
段
落
分
け
を
行
っ
た
。

一
、�

現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
底
本
に
即
し
て
訳
す
こ
と
を
原
則
と
し

な
が
ら
、
現
代
語
と
し
て
意
味
が
通
る
よ
う
に
心
掛
け
た
。

一
、�

注
釈
に
は
次
の
資
料
を
使
用
し
た
。

『
古
今
和
歌
集
』『
後
撰
和
歌
集
』『
拾
遺
和
歌
集
』『
古
今
和

歌
六
帖
』『
伊
勢
集
』
…
…
『
新
編
国
歌
大
観
』（
日
本
文
学

Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
）

　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、
以
下
に
よ
っ
て
異
同
を
確
認
し
た
。
典
拠
と

し
て
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
本
文
が
見
出
さ
れ
た
場
合
は
、
そ

の
旨
を
記
し
た
上
で
そ
ち
ら
の
本
文
を
示
し
た
。

『
古
今
和
歌
集
』
…
…
…�

加
藤
洋
介
氏
の
古
今
和
歌
集

校
異
デ
ー
タ
（
未
公
開
）

『
後
撰
和
歌
集
』
…
…
…�

小
松
茂
美
『
後
撰
和
歌
集　

校
本
と
研
究
』（
誠
信
書
房　

一
九
六
一
年
）、
大
阪
女
子
大

学
国
文
学
科
国
文
学
研
究
室

編『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』（
大

阪
女
子
大
学　

一
九
六
五
年
）

『
拾
遺
和
歌
集
』
…
…
…�

片
桐
洋
一
『
拾
遺
和
歌
集
の

研
究　

校
本
篇　

伝
本
研
究

篇
』（
大
学
堂
書
店　

一
九
七

〇
年
）
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『
古
今
和
歌
六
帖
』
…
…�

書
陵
部
蔵
桂
宮
本　

宮
内
庁

書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊　

古
今
和
歌
六
帖　

上
巻
・
本

文
編
』（
養
徳
社　

一
九
六
七

年
）

『
伊
勢
集
』
…
…
…
…
…�

秋
山
虔
・
小
町
谷
照
彦
・
倉

田
実
『
日
本
古
典
評
釈
・
全

注
叢
書　

伊
勢
集
全
注
釈
』

（K
A
D
O
K
A
W
A

　

二
〇
一

六
年
）

「
長
恨
歌
」
…
…
…�

平
岡
武
夫
・
今
井
清
校
定「
長
恨
歌
」（
石

田
穣
二
・
清
水
好
子
校
注
『
新
潮
日
本

古
典
集
成　

源
氏
物
語
一
』
新
潮
社　

一
九
七
六
年
）

「
長
恨
歌
伝
」
…
…�

袴
田
光
康「『
源
氏
物
語
』に
お
け
る「
長

恨
歌
伝
」
の
研
究
―
「
桐
壺
」
巻
篇
其

の
一（
付　

金
沢
文
庫
本「
長
恨
歌
伝
」）」

（『
文
芸
研
究
』
第
九
一
号　

二
〇
〇
三

年
九
月
）

『
荘
子
』
…
…
…
…�

市
川
安
司
・
遠
藤
哲
夫
『
新
釈
漢
文
大

系　

荘
子
（
下
）』（
明
治
書
院　

一
九

六
七
年
）

『
源
氏
釈
』
…
…
…�

中
野
幸
一
・
栗
山
元
子
編
『
源
氏
物
語

古
註
釈
叢
刊　

源
氏
釈　

奥
入　

光
源

氏
物
語
抄
』（
武
蔵
野
書
院　

二
〇
〇
九

年
）

『
紫
明
抄
』
…
…
…�

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究

室
編
『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書

　

紫
明
抄　

上　

京
都
大
学
蔵
』（
臨
川

書
店　

一
九
八
一
年
）
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【
1
】
ど
の
御
代
の
こ
と
だ
っ
た
か
、
女
御
や
更
衣
が
多
く
は
べ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
中
に
、
そ
れ
ほ
ど
貴
い
身
分
で
は
な
い
方
で
、
際

立
っ
て
帝
寵
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
方
が
お
い
で
に
な
っ
た
。
入

内
当
初
か
ら
、「
自
分
こ
そ
は
」
と
自
負
な
さ
っ
て
い
る
女
御
の
方
々
は
、

目
ざ
わ
り
な
存
在
だ
と
見
下
し
、
嫉
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
れ
よ

り
も
身
分
の
低
い
更
衣
た
ち
な
ど
は
、
朝
夕
の
宮
仕
え
に
つ
け
て
も
穏

や
か
で
な
い
感
情
を
多
く
積
も
ら
せ
る
ま
ま
に
、
更
衣
は
他
人
の
心
を

乱
し
、
嘆
き
を
あ
ま
ね
く
行
き
わ
た
ら
せ
た
せ
い
か
、
た
い
そ
う
病
が

ち
に
な
っ
て
い
き
、
心
細
く
思
っ
て
、
里
に
下
が
る
こ
と
が
多
い
の
を
、

帝
は
い
よ
い
よ
尽
き
る
こ
と
な
く
愛
お
し
い
人
と
お
思
い
に
な
っ
て
、

他
人
か
ら
の
謗
り
を
も
憚
ら
れ
ず
、
先
例
と
も
な
る
に
違
い
な
い
お
扱

い
で
あ
る
。

　

上
達
部
や
殿
上
人
な
ど
も
不
都
合
な
こ
と
と
横
目
で
見
な
が
ら
、「
ま

こ
と
見
る
に
堪
え
な
い
ご
寵
愛
よ
。
唐
土
で
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発

端
と
な
っ
て
、
世
は
乱
れ
、
ひ
ど
い
事
態
が
起
こ
っ
た
の
だ
」
と
悩
ん

で
い
る
う
ち
に
、
し
だ
い
に
天
下
の
話
題
の
種
と
な
っ
て
、
楊
貴
妃
の

例
ま
で
も
引
き
合
い
に
出
す
ほ
ど
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
更
衣
に
と
っ

て
は
じ
つ
に
い
た
た
ま
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
だ
が
、
畏
れ
多
い
ご
寵

愛
の
類
な
い
こ
と
一
つ
を
慰
め
と
し
て
お
仕
え
し
て
い
る
。

　

更
衣
の
父
の
大
納
言
は
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
て
、
母
で
あ
る
北

の
方
が
古
く
か
ら
の
雅
趣
を
備
え
た
人
で
、
両
親
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、

【
1
】
帝
、
桐
壺
更
衣
を
寵
愛
し
て
世
間
の
非
難
を
受
け
る

　

い
づ
れ
の
御
時
に
か
、
女
御
、
更か

う
い衣
、
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

け
る
中
に
、
い
と
や
ん
ご
と
な
き
際ゝ

は

に
は
あ
ら
ぬ
が
、
す
ぐ
れ
て
と

き
め
き
た
ま
ふ
お
は
し
け
り
。
は
じ
め
よ
り
、
わ
れ
は
と
思お

も

ひ
上あ

が

り
た給

　ま4

へ
る
御
方か

た

々〳
〵

は
、
め
ざ
ま
し
き
も
の
に
思
ひ
おを

と
し
め
、
そ

ね
み
た給

　

　
ま
ひ
4

4

け
る
。
そ
れ
よ
り
下け

ら
う臈
の
更か

う
い衣
た
ち
な
ど
は
、
朝あ

さ

夕ゆ
ふ

の

宮み
や

仕つ
か

へ
に
つ
け
つ
つゝ
も
、
安や

す

か
ら
ぬ
こ事

　と4

多お
ほ

く
思
ひ
積つ

む
る
ま
まゝ
に
、

人
の
心
を
動う

こ

か
し
、）

（
（

嘆な
け

き
覆お

ゝ

ふ
積つ

も
り
に
や
、
い
と
あ
づ
し
う
な
り

ゆ
き
て
、
も
の
心こ

ゝ
ろ

細ほ
そ

げ
に
思
ひ
、
里さ

と

が
ち
な
る
を
、
い
よ
い〳〵
よ
あ

か
ず
あ
は
れ
な
る
も
の
に
思お

も

ほ
し
て
、
人
の
謗そ

し

り
を
も
憚は

ゝ
か

ら
せ
た

ま
は
ず
、
世よ

の
例た

め
し

と
も
な
り
ぬ
べ
き
御
も
て
な
し
な
り
。

　

上か
ん
た
ち
め

達
部
、
上う

ゑ

人
な
ど
も
あ
い
な
う（

一
）目め

を
側そ

は

め
つ
つゝ
、「
い
と
ま
ば

ゆ
き
人
の
御
お
ぼ
え
か
な
。
唐も

ろ
こ
し土
に
も
か
かゝ
る
こ事

　と4

の
起を

こ
り
に
こ

そ
世
は
乱み

た

れ
、
悪あ

し
き
こ
と
も
出い

で
来き

け
れ
」
と
も
て
悩な

や

む
ほ
ど
に
、

や
う
や〳〵
う
天あ

め

の
下し

た

の
あ）

（
（

つ
か
ひ
草く

さ

に
な
り
て
、
楊や

う
く
ゐ
ひ

貴
妃
の
例た

め
し

も
引ひ

き
出い

で
つ
べ
く
な
り
ゆ
く
に
、
い
と
は
し
た
な
き
こ事

　と4

多お
ほ

か
れ
ど
、

か
た
じ
け
な
き
御
心
ざ
し
の
類た

く
ひ

な
き
一ひ

と

つ
を
慰な

く
さ

め
に
て
、
交ま

し

ら
ひ

た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

　

父ち
ゝ

の
大
納
言
亡な

く
な
り
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
母は

ゝ

北き
た

の
方か

た

な
ん
い
に
し
へ
の

よ
し
あ
る
人
に
て
、
親を

や

う
ち
具く

し
、
さ
し
あ
た
り
て
世
の
お
ぼ
え
は

な
や
か
な
る
御
方か

た

々〳
〵

に
も
い
た
う
劣を

と

ら
ず
、
何な

に

事
の
折を

り

ふ
し
に
も
もゝ

一
「
京
師
長
吏
、
為
之
、
側
目
。（
京
師
の
長
吏
、
之
が
為
に
目
を
側そ
ば

む
。）」（
長
恨
歌
伝
）
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目
下
世
評
の
華
や
か
な
お
方
た
ち
に
も
そ
う
劣
ら
ず
、
何
事
に
つ
け
て

も
お
取
り
計
ら
い
に
な
る
け
れ
ど
も
、
と
り
た
て
て
し
っ
か
り
と
し
た

後
見
も
な
い
の
で
、
大
切
な
行
事
が
あ
る
と
き
に
は
、
や
は
り
拠
り
所

が
な
く
心
細
そ
う
で
あ
る
。

　
【
2
】
前
世
で
も
お
約
束
が
深
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
世
に
ま
た
と

な
く
美
し
い
、
玉
の
よ
う
な
男
皇
子
さ
え
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
帝
は

い
つ
対
面
で
き
る
か
と
落
ち
着
き
に
な
ら
れ
ず
、
急
き
立
て
て
参
内
さ

せ
て
ご
覧
に
な
る
と
、
並
外
れ
た
皇
子
の
お
顔
だ
ち
で
あ
る
。

　

一
の
宮
は
右
大
臣
の
娘
で
あ
る
女
御
が
お
あ
げ
に
な
っ
た
方
で
、
世

間
か
ら
の
扱
い
も
重
々
し
く
、
ま
ち
が
い
な
く
春
宮
に
な
ら
れ
る
方
だ

と
世
間
の
人
々
は
大
切
に
お
世
話
申
し
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
若
宮
の

ご
美
貌
に
は
お
並
び
に
な
る
べ
く
も
な
い
の
で
、
帝
は
並
一
通
り
の
丁

重
な
お
扱
い
を
さ
れ
る
だ
け
で
、
こ
の
若
宮
こ
そ
自
分
だ
け
の
大
切
な

子
と
し
て
愛
育
な
さ
る
こ
と
こ
の
上
も
な
い
。

　

若
宮
の
母
君
は
、
も
と
よ
り
並
々
の
宮
仕
え
を
な
さ
る
よ
う
な
方
で

は
な
か
っ
た
。
世
の
信
望
を
集
め
、
い
か
に
も
貴
い
方
の
よ
う
に
見
え
、

む
や
み
に
お
側
に
お
置
き
に
な
る
あ
ま
り
、
し
か
る
べ
き
管
弦
の
御
遊

び
の
折
々
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
事
に
つ
け
て
も
趣
が
あ
り
風
情
に
満

て
な
し
た給

　

　
ま
ひ
4

4

け
れ
ど
、
とゝ
り
た
て
てゝ
は
か
ば〳〵
か
し
き
後う

し
ろ
み見
も
な
け

れ
ば
、
こ
と
とゝ
あ
る
と時

　き4

は
な猶

　ほ4

拠よ

り
所
な
う
、
心
細ほ

そ

げ
な
り
。

【
2
】
桐
壺
更
衣
、
皇
子
を
出
産

（
一
）
前さ

き

の
世よ

に
も
御
契ち

き

り
や
深ふ

か

かゝ
り
け
ん
、
世よ

に
な
く
き）

（
（

よ
ら
な
る
玉た

ま

の）
（
（

男を
と
こ

皇み

こ子
さ
へ
生む

ま
れ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

ぬ
。
い
つ
し
か
と
心
も
と
な
が
ら

せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
急い

そ

ぎ
参ま

い

ら
せ
て）

（
（

ご御

覧ら
ん

ず
る
に
、
め
づ
ら
か
な
る
児ち

子こ

の
御
容か

た
ち貌
な
り
。

　

一
の
皇み

子こ

は
右
大
臣
殿と

の

のゝ
女
御
の
御
腹は

ら

に
て
、
世
の
お
ぼ
え
重お

も

く
、

疑う
た
か

ひ
な
き
儲ま

う

け
の
君
と
世よ

人
も
て
か
し
づ
き
きゝ
こ
ゆ
れ
ど
、
こ
の

御
匂に

ほ

ひ
に
は
な
ら
び
た給

　

　
ま
ふ
4

4

べ
く
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
大お

ほ

方か
た

の
や

ん
ご
と
な
き
御
も
て
な
し
ば
か
り
に
て
、
こ
の
宮
を
ば
私

わ
た
く
し

物
に
思お

ほ

し
か
し
づ
き
た給

　

　
ま
ふ
4

4

こ事

　と4

限か
き

り
な
し
。

　

母は
ゝ

君き
み

は
、
はゝ
じ
め
よ
り
おを

し
な
べ
て
内う

ち裏
宮み

や

仕つ
か

へ
し
た
ま
ふ
べ
き

に
も
あ
ら
ざ
り
き
。
お
ぼ
え
い
と
や
む
ご事

　と4

な
く
、
上
衆す

め
か
し
く

て
、
わ（

二
）
り
な
く
ま
と
は
さ
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

あ（
６
）
ま
り
に
、
さ
る
べ
き
御
遊あ

そ

び

の
折を

り

々〳
〵

を
は
じ
め
、
何な

に

事
に
も
ゆ
ゑへ

あ
り
よ
し
よ〳〵
し
し
き
方か

た

に
は
、

一
「
因
自
悲
曰
、
由
此
一
念
又
不
得
居
此
、
復
堕
下
界
、
且
、
結
後
縁
。
或
為
天
、
或
為
人
、
決
再
、
相
見
好
合
、
如
舊
。（
因
て
、
自み
づ
から
悲
し
み
て
曰
く
、
此
の
一

念
に
由よ

っ
て
、
又
此こ
こ

に
居
る
こ
と
得う

ま
じ
。
復
た
下
界
に
堕を

っ
て
、
且ま
た

、
後
の
縁
を
結
ば
む
。
或
る
と
き
は
天
と
為
り
、
或
る
と
き
は
人
と
為
る
と
も
、
決さ
く

っ
て

再
び
、
相
見
て
好
合
す
る
こ
と
、
舊
き
が
如
く
あ
ら
む
。）」（
長
恨
歌
伝
）

二
「
承
歓
侍
寝
無
閑
暇　

春
従
春
遊
夜
専
夜
（
歓
を
承う

け
寝
に
侍
し
て
閑し

づ

か
な
る
暇

い
と
ま

無
し　

春
は
春
の
遊
び
に
従
ひ
夜
は
夜
を
専も

っ
ぱら

に
す
）」（
長
恨
歌
）
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ち
た
催
し
に
は
必
ず
お
召
し
に
な
る
。
あ
る
と
き
に
は
、
お
寝
過
ご
し

に
な
り
、
そ
の
ま
ま
次
の
日
も
お
留
め
に
な
る
な
ど
、
周
囲
の
目
も
気

に
せ
ず
御
前
か
ら
下
が
ら
せ
な
い
お
扱
い
を
な
さ
っ
た
の
で
、
自
然
と

身
分
の
軽
い
方
に
も
見
え
た
の
だ
が
、
こ
の
皇
子
が
お
生
ま
れ
に
な
っ

て
か
ら
は
、
帝
は
ご
心
中
で
特
に
お
決
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
な
の
で
、「
春
宮
に
も
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
の
若
宮
を
お
据

え
申
し
上
げ
あ
そ
ば
す
お
つ
も
り
の
よ
う
だ
」
と
ひ
そ
ひ
そ
言
う
人
々

が
い
る
の
を
、
一
の
宮
の
母
女
御
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
と
胸
が
潰
れ
、

「
本
当
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
疑
念
を
抱

か
れ
て
い
る
。
他
の
妃
た
ち
よ
り
も
先
に
入
内
な
さ
り
、
高
貴
で
重
々

し
い
立
場
の
方
と
し
て
帝
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
は
格
別
で
あ
り
、
所

生
の
御
子
た
ち
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
こ
の
お
方
が
更
衣
に
関

す
る
お
振
舞
い
を
お
諫
め
す
る
の
を
、
や
や
煩
わ
し
い
こ
と
だ
と
お
思

い
で
あ
っ
た
。

　
【
3
】
か
た
じ
け
な
い
帝
寵
を
お
頼
り
申
し
上
げ
な
さ
る
も
の
の
、

蔑
み
粗
を
探
そ
う
と
な
さ
る
人
々
は
多
く
、
自
身
は
か
よ
わ
く
儚
い
様

子
で
、
帝
寵
の
た
め
に
か
え
っ
て
心
を
悩
ま
さ
れ
る
更
衣
は
、
じ
つ
に

お
気
の
毒
な
様
子
で
あ
る
。

　

更
衣
の
御
局
は
桐
壺
で
あ
っ
た
。
帝
は
他
の
多
く
の
妃
た
ち
の
御
局

を
幾
度
も
通
り
過
ぎ
ら
れ
、
絶
え
間
な
い
御
前
渡
り
を
な
さ
る
の
で
、

か
な
ら
ず
参ま

う

上の
ほ

ら
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
あ（

一
）
る
と時

　き4

に
は
、
大御

殿と
の

籠こ
も

り
過す

ぐ
し

て
、
や
が
て
留と

ゝ

め
さ
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

な
ど
、
あ（

７
）
な
が
ち
に
御
前ま

へ

去さ

ら
ず
も

て
な
さ
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

し
ほ
ど
に
、
おを

の
づ
か
ら
軽か

ろ

き
方か

た

に
も
見み

え
し
を
、

こ
の
皇み

こ子
生む

ま
れ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
後の

ち

に
は
、
心（

８
）
こ
と
に
思お

ほ

し
お
き
て
た
る

気け

色し
き

な
れ
ば
、「
春と

う

宮
に
も
、
よ
う
せ
ず
は
、
こ
れ
を
据す

ゑ
た
て
ま

つ
り
た給

　

　
ま
ふ
4

4

べ
き
な
め
り
」
と
さ
さゝ
め
く
人
々〳

〵

あ
る
を
、
一
の
宮
の

女
御
は
あ
さ
ま
し
く
、
胸む

ね

潰つ
ふ

れ
て
、
さ（

９
）
る
こ事

　と4

も
や
と
思お

ほ

し
疑う

た
か

へ
り
。

人
よ
り
先さ

き

に
参ま

い

り
た
ま
ひ
て
、
や
ん
ご
と
な
き
方か

た

の
御
お
ぼ
え
な
べ

て
な
ら
ず
、
御み

子こ

た
ち
も
あ
ま
た
おを

は
し
ま
せ
ば
、
こ
の
御
方か

た

の
御

諫い
さ

め
を
ぞ
、
す
こ
し
わ
づ
ら
は
し
き
こ事

と4

に
は
思お

ほ

し
め
し
け
る
。

【
3
】
桐
壺
更
衣
、
帝
寵
の
た
め
に
恨
み
を
負
う

　

か
し
こ
き
御
蔭か

け

を
頼た

の

み
き
こ
え
さ
せ
な
が
ら
、
貶お

と
し

め
疵き

す

を
求も

と

め

た
ま
ふ
人
々〳

〵

は
多お

ほ

か
る
に
、（

二
）わ我

　が4

身
は
か
弱よ

は

く
は
か
な
き
あ
り
さ
ま

に
て
、
な中

　か4

な〳〵
か
な
る
物も

の

思
ひ
を
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

人
ぞ
、
い
と
心
苦く

る

し
げ

な
る
。

　

御
局つ

ほ
ね

は
桐き

り

壺つ
ほ

な
り
け
り
。
あ
ま
た
の
御
方か

た

々〳
〵

を
過す

ぎ
さ
せ
た
ま

一
「
春
宵
苦
短
日
高
起
（
春
の
宵よ

苦い
と

短
く
し
て
日
高た

け
て
起
く
）」（
長
恨
歌
）

二
「
既
出
水
、
體
弱
、
力
微
、
若
不
任
羅
綺
。（
既
に
水ゆ

よ
り
出
て
、
體
弱よ

は

く
、
力
微か

す
か

に
し
て
、
羅
綺
に
も
任た

へ

ざ
る
が
若
し
。）」（
長
恨
歌
伝
）
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多
く
の
妃
た
ち
が
御
心
を
す
り
減
ら
さ
れ
る
の
も
、
本
当
に
も
っ
と
も

な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
更
衣
が
帝
の
も
と
へ
参
上
さ
れ
る
際
に
も
、
そ

れ
が
あ
ま
り
頻
繁
な
と
き
に
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
馬
道
、
打
橋
、
渡

殿
な
ど
の
よ
う
な
通
り
路
に
も
け
し
か
ら
ぬ
仕
業
を
し
て
お
い
て
、
更

衣
の
送
り
迎
え
を
す
る
女
房
の
裳
や
衣
の
裾
が
堪
え
が
た
く
不
都
合
な

さ
ま
に
な
る
こ
と
な
ど
さ
え
あ
る
。
あ
る
時
に
は
、
ど
う
し
て
も
通
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
道
の
戸
に
錠
を
下
ろ
し
て
し
ま
う
な
ど
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
の
妃
た
ち
が
示
し
合
わ
せ
て
み
じ
め
な
思
い
に
さ
せ
、
お
苦
し

め
に
な
る
と
き
も
あ
る
。

　

何
か
に
つ
け
て
辛
い
こ
と
ば
か
り
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
増
え
て
く

る
の
で
、
世
間
を
大
変
苦
し
い
も
の
と
沈
み
こ
ん
で
い
る
姿
を
、
帝
は

い
っ
そ
う
不
憫
だ
と
ご
覧
に
な
っ
て
、
後
涼
殿
に
も
と
も
と
い
ら
っ

し
ゃ
る
更
衣
の
局
を
他
所
へ
お
移
し
に
な
っ
て
、
桐
壺
更
衣
の
上
の
局

と
し
て
お
与
え
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
け
て
も
聞
き
苦
し
い
よ
う
な
誹
謗

な
ど
が
多
く
、
ま
し
て
局
を
移
動
さ
せ
ら
れ
た
更
衣
の
恨
み
は
晴
ら
し

よ
う
が
な
い
。

　
【
4
】
こ
の
皇
子
が
三
歳
に
お
な
り
に
な
る
年
に
、
袴
着
の
儀
式
が

あ
る
。
一
の
宮
の
と
き
に
行
わ
れ
た
儀
式
に
劣
る
と
こ
ろ
な
く
、
内
蔵

寮
、
納
殿
に
あ
る
宝
を
尽
く
し
て
、
た
い
そ
う
美
々
し
く
催
さ
れ
る
の

で
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
ま
た
世
間
の
非
難
は
多
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
皇

子
が
だ
ん
だ
ん
と
成
長
し
て
い
か
れ
る
お
顔
だ
ち
や
ご
様
子
は
世
に
も

稀
で
、
常
人
と
は
異
な
る
よ
う
に
さ
え
お
見
え
に
な
る
の
で
、
拝
見
す

る
人
々
は
皆
、
憎
み
き
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
ず
、
も
の
の
道
理
を

ひ
つ
つゝ
、
ひ
ま
な
き
御
前ま

へ

渡わ
た

り
に
、
多お

ほ

く
の
人
々〳

〵

の
御
心
を
尽つ

く
し

た給

　

　
ま
ふ
4

4

も
、
げ
に
こ
と
わは

り
と
見み

え
た
り
。
参ま

う
の
ほ上
り
た給

　

　
ま
ふ
4

4

に
も
、

あ
ま
り
う
ち
し
き
る
と時

　き4

は
、
こ
こゝ
か
し
こ
の
馬め

ん

道た
う

、
打ゝ

ち

橋は
し

、
渡わ

た

殿

な
ど
や
う
の
道み

ち

に
も
あ
や
し
き
わ
ざ
を
し
おを

き
つ
つゝ
、
御
送を

く

り
迎む

か

へ

の
人
の
裳も

、
衣き

ぬ

の
裾す

そ

、
堪た

え
が
た
く
ま
さ
な
き
こ事

　と4

ど
も
さ
へ
あ
り
。

あ
る
時
に
は
、
え
避さ

ら
ぬ
道み

ち

の
戸と

を
鎖さ

し
固か

た

め
な
ど
、
こ
な
た
か
な

た
御
心
を
合あ

は
せ
て
は
し
た
な
め
、
わ
づ
ら
は
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

と
き
も
あ

り
。

　

こ
と
に
ふ
れ
て
苦く

る

し
き
こ
と
の
み
数か

す

知し

ら
ず
な
り
ま
さ
れ
ば
、
い

と
い
た
う
世よ

を
思
ひ
わ
び
た
る
を
、
い
と
どゝ
あ
は
れ
と
ご御

覧ら
ん

じ
て
、

後こ
う
り
や
う
て
ん

涼
殿
に
も
と
さ
ぶ
ら
ひ
た給

　

　

ま
ふ
4

4

更か
う
い衣
の
局つ

ほ
ね

を
ほ
か
に
移う

つ

さ
せ

た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、
上う

ゑ
つ
ほ
ね局
に
賜た

ま

は
す
。
こ
れ
に
つ
け
て
も）

10
（

聞き

きゝ
に
く
き

こ事

　と4

ど
も
多お

ほ

く
て
、
ま
し
て
こ
の
恨う

ら

み
、
や
る
方か

た

な
し
。

【
4
】
皇
子
の
袴
着
の
儀

　

こ
の
皇み

子こ

、
三み

つ
に
な
り
た給

　

　

ま
ふ
4

4

年と
し

、
御
袴は

か
ま

着き

の
こ事

　と4

あ
り
。

一
の
皇み

子こ

の
た
て
ま
つ
り
し
に
劣を

と

る
け
ぢ
め
な
く
、
内ゝ

ら
つ
か
さ

蔵
寮
、
納

お
さ
め

殿
の
物
を
尽つ

く
し
て
、
い
み
じ
き
きゝ
よ
ら
を
せ
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
そ

れ
に
つ
け
て
も
ま又

　た4

世
の
謗そ

し

り
多お

ほ

か
れ
ど
、
こ
の
皇み

こ子
の
や
う
や〳〵
う

おを

よ
す
け
お
は
す
る
御
容か

た
ち貌
、
あ
り
さ
ま
、
世よ

に
あ
り
が
た
く
、
め

づ
ら
か
な
る
ま
で
見み

え
た
ま
へ
ば
、
見
た
て
ま
つ
る
か
ぎ
り
の
人
々〳

〵
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ご
存
じ
の
人
は
、「
こ
の
よ
う
な
人
も
こ
の
世
に
お
生
ま
れ
に
な
る
も

の
な
の
だ
」
と
こ
ち
ら
が
あ
き
れ
る
ほ
ど
に
目
を
見
張
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。

　
【
5
】
そ
の
年
の
夏
、
桐
壺
の
御
息
所
は
病
を
得
て
弱
々
し
い
心
地

に
な
り
、
里
へ
退
出
し
よ
う
と
な
さ
る
が
、
帝
は
ま
っ
た
く
暇
を
お
許

し
に
な
ら
な
い
。
こ
こ
数
年
は
ご
不
調
が
常
の
こ
と
に
お
な
り
だ
っ
た

の
で
、
帝
は
そ
う
い
う
状
態
に
慣
れ
て
お
し
ま
い
に
な
っ
て
、「
こ
の

ま
ま
少
し
様
子
を
み
な
さ
い
」
と
だ
け
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
五
六
日
が
た

つ
う
ち
に
、
日
を
追
う
ご
と
に
ひ
ど
く
な
り
、
た
い
そ
う
お
弱
り
に
な

る
の
で
、
更
衣
の
母
君
は
涙
な
が
ら
に
退
出
の
お
願
い
を
奏
上
し
て
、

里
に
下
が
ら
せ
な
さ
る
。「
こ
の
よ
う
な
折
に
と
ん
で
も
な
い
不
名
誉

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
気
配
り
し
て
、
皇
子
は
宮
中
に
お
残
し
し

て
、
ひ
っ
そ
り
と
退
出
さ
れ
る
。

　

掟
が
あ
る
の
で
、
帝
は
そ
の
よ
う
に
ば
か
り
も
引
き
止
め
る
こ
と
が

お
で
き
に
な
ら
な
い
。
更
衣
を
お
見
送
り
に
さ
え
な
れ
な
い
憂
愁
を
言

い
よ
う
も
な
く
悲
し
い
と
お
思
い
に
な
る
。
ま
こ
と
匂
い
や
か
に
美
し

い
人
が
、
た
い
そ
う
面
や
つ
れ
て
し
ま
っ
て
、
何
と
も
悲
し
い
と
し
み

じ
み
思
い
入
り
な
が
ら
も
言
葉
に
し
て
は
申
し
上
げ
ず
、
あ
る
か
な
き

か
に
消
え
入
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
お
泣
き
に
な
る
の
を
ご
覧
に
な
る

と
、
過
去
の
こ
と
も
将
来
の
こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な

い
。
ご
自
身
も
涙
な
が
ら
に
様
々
な
こ
と
を
お
約
束
に
な
る
が
、
目
つ

き
な
ど
も
ひ
ど
く
力
が
な
く
、
な
よ
な
よ
と
し
て
意
識
も
朦
朧
と
し
て

は
え
憎に

く

み
あ
へえ

た
ま
は
ず
、
物
のゝ
心
知し

り
た給

　ま4

へ
る
人
は
、
か
かゝ
る

人
も
世よ

に
は
出い

で
お
は
す
る
も
の
な
り
け
り
と
、
あ
さ
ま
し
き
ま
で

目め

を
驚ゝ

と
ろ

か
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

【
5
】
桐
壺
更
衣
、
病
を
得
て
宮
中
を
去
る

　

そ
の
年と

し

の
夏な

つ

、
御宮

息す

所
、
は
か
な
き
御
心
地ち

に
わ
づ
ら
ひ
て
、
ま）

11
（

か
で
な
ん
と
し
た給

　

　

ま
ふ
4

4

を
、
暇い

と
ま

さ
ら
に
許ゆ

る

さ
せ
た
ま
は
ず
。
年と

し

ご

ろ
は
常つ

ね

の
あ
づ
し
さ
に
な
り
た給

　ま4

へ
ば
、
御
目め

な
れ
て
、「
な）

12
（

ほを

し

ば
し
試心

み
よ
」
と
の
み
の
た
ま
は
せ
て
、
五
六
日
に
な
る
に
、
日
々ゝ

に
ま）

13
（

さ
り
て
い
と
弱よ

は

く
な
り
た）

14
（

ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
母は

ゝ

君
泣な

く
泣〳〵
く
暇

い
と
ま

奏そ
う

し
て
ま
か
で
さ
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
か
かゝ
る
折を

り

に
も
あ
る
ま
じ
き
恥は

ち

も
こ

そ
と
心
遣つ

か

ひ
し
て
、
皇み

子こ

を
ば
留と

ゝ

め
た
て
ま
つ
り
て
、
忍し

の

び
て
出い

で

た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

　

限か
き

り
あ
れ
ば
、
さ
の
み
も
え
留と

ゝ

め
さ
せ
た給

　ま4

は
ず
。
ご御

覧ら
ん

じ
だ
に

送を
く

ら
ぬ
い
ぶ
せ
さ
を
言い

ふ
か
た
な
く
悲か

な

し
と
思お

ほ

し
め
す
。
い
と
匂に

ほ

ひ

や
か
に
美う

つ
く

し
き
人
の
、
い
た
く
面を

も

痩や

せ
て
、
い
と
あ
は
れ
と
も
の

を
思
ひ
し
み
な
が
ら
、
言こ

と

に
出い

で
て
は
き
こ
え
ず
、
あ
る
か
な
き
か

に
消き

え
入い

り
つ
つゝ
泣な

き
た給

　

　
ま
ふ
4

4

を
ご御

覧ら
ん

ず
る
に
、
来き

し
方か

た

行ゆ

く
末す

ゑ

思お
ほ

し
め
さ
れ
ず
。
わ我

　れ4

も
泣な

く
泣〳〵
く
よ
ろ
づ
を
契ち

き

り
の
た
ま
は
す
れ
ど
、

ま）
15
（

み
な
ど
も
い
と
た
ゆ
げ
に
て
、
な
よ
な〳〵
よ
と
わ
れ
か
の
気け

色し
き

な
れ

ば
、
い
か
さ
ま
に
せ
ん
と
思お

ほ

し
ま
ど
ふ
。

）
16
（

輦て

車く
る
ま

の
宣せ

ん

旨し

な
ど
の

た
ま
は
せ
て
も
、
ま
た
入い

ら
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
も
、
さ
ら
に
え
許ゆ

る

し
や
ら

せ
た
ま
は
ず
。「『
限か

き

り
あ
ら
ん
道み

ち

に
も
遅を

く

れ
先さ

き

立た

たゝ
じ
』
と
こ
そ
契ち

き
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い
る
様
子
な
の
で
、「
い
か
が
し
よ
う
か
」
と
思
い
惑
わ
れ
る
。
輦
車

の
宣
旨
な
ど
を
下
さ
れ
て
も
、
再
び
局
に
お
戻
り
に
な
っ
て
も
、
一
向

に
出
発
を
お
許
し
に
な
ら
な
い
。「『
い
つ
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

死
出
の
道
に
も
、
後
に
遺
し
た
り
先
立
っ
た
り
す
る
ま
い
』
と
約
束
し

た
の
に
、
私
を
う
ち
捨
て
て
、
い
く
ら
な
ん
で
も
行
っ
て
し
ま
え
な
い

だ
ろ
う
」
と
最
後
ま
で
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
息
を
つ
ま
ら
せ

て
泣
か
れ
る
お
姿
を
、
女
も
ま
こ
と
に
お
い
た
わ
し
い
と
拝
見
な
さ
っ

て
、

こ
れ
を
限
り
と
お
別
れ
す
る
死
出
の
道
が
悲
し
い
の
に
つ
け
、
私

が
行
き
た
い
の
は
命
の
道
の
ほ
う
、
生
き
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
こ
の
よ
う
に
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
」
と
息
も
絶
え
絶

え
に
な
り
な
が
ら
、
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
あ
る
様
子
だ
が
、
じ
つ
に

苦
し
げ
で
今
に
も
消
え
入
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
、「
た
だ
こ
の
ま

ま
宮
中
に
留
め
て
、
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
か
だ
け
で
も
見
届
け
よ
う
」

と
お
思
い
に
な
る
が
、
修
法
を
万
全
に
始
め
る
よ
う
、
し
か
る
べ
き
僧

侶
た
ち
が
承
っ
て
お
り
、
更
衣
が
着
き
次
第
、
今
晩
か
ら
あ
ち
ら
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
や
む
を
得
な
い
と
お
思
い
に
な
り

な
が
ら
退
出
お
さ
せ
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
【
6
】
帝
の
御
胸
は
ひ
た
と
塞
が
っ
て
、
退
出
後
も
そ
の
ま
ま
お
眠

り
に
な
ら
な
い
。
更
衣
の
里
に
遣
わ
し
た
お
使
者
が
行
き
来
す
る
あ
い

だ
も
、
ま
す
ま
す
病
状
が
気
が
か
り
で
鬱
々
と
し
、
夜
を
明
か
し
か
ね

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　

夜
半
が
過
ぎ
る
こ
ろ
、
更
衣
の
里
で
は
「
今
ま
さ
に
お
亡
く
な
り
に

り
つ
る
を
、
う
ち
捨す

て
てゝ
は
さ
り
と
も
え
行ゆ

き
や
ら
じ
」
と
言い

ひ
も

や
ら
せ
た
ま
は
ず
、
む
せ
か
へ
ら
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

御
さ
ま
を
、
女
も
い）

17
（

み

じ
と
見み

た
て
ま
つ
り
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、

「
限か

き

り
と
て
別わ

か

る
るゝ
道み

ち

の
悲か

な

し
き
に
い
か
ま
ほ
し
き
は
命い

の
ち

な
り

け
り

い
と
か
う
思お

も

ふ
た
ま
へ
ま
し
か
ば
」
と
息い

き

も
絶た

え
つ
つゝ
、
き
こ
え
ま

ほ
し
き
こ事

　と4

は
あ
り
げ
な
れ
ど
、
い
と
苦く

る

し
げ
に
て
む
げ
に
消き

え
入い

る
や
う
な
れ
ば
、
た
だゝ
か
く
な
が
ら
、
と
も
か
く
も
な
り
は
て
ん
を

だ
に
見み

果は

て
ん
と
思お

ほ

せ
ど
、
修す

法ほ
う

あ
ま
た
始は

し

む
べ
き
こ事

　と4

、
さ
る
べ

き
人
々〳

〵

う
け
た
ま
は
り
た
る
も
、
や
が
て
か
し
こ
に
て
今こ

よ
ひ宵
よ
り
あ

る
べ
け
れ
ば
、
わ
り
な
く
思お

ほ

し
め
し
な
が
ら
、
ま
か
で
さ
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

つ
。

【
6
】
桐
壺
更
衣
、
死
去

　

御
胸む

ね

つ
と
ふ）

18
（

た
が
ら
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
そ
の
後ゝ

ち

や
が
て
ま
ど
ろ
ま
せ

た給

　ま4

は
ず
。
御
使つ

か

ひ
の
行ゆ

き
違ち

か

ふ
ほ
ど
も
、
な猶

　ほ4

心こ
ゝ
ろ

も
と
な
く
い

ぶ
せ
き
に
、
明あ

か
し
か
ね
さ
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

　

夜
中
過す

ぐ
る
ほ
ど
に
、「
今い

ま

な
ん
果は

て
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
」
と
て
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な
っ
た
」
と
泣
き
騒
ぐ
の
で
、
お
使
者
も
如
何
と
も
し
が
た
く
帰
参
し

た
由
を
お
聞
き
に
な
る
や
、
御
心
も
惑
乱
し
て
何
事
も
お
考
え
に
な
れ

ず
、
ひ
ど
く
悲
し
ん
で
お
部
屋
に
籠
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
帝
は
若
宮

を
こ
の
ま
ま
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
喪
中
に

宮
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
例
は
な
い
こ
と
な
の
で
、
若
君
方
は
退
出
な
さ

ろ
う
と
す
る
。
若
宮
は
何
が
起
こ
っ
た
と
も
お
分
か
り
に
な
ら
ず
、
御

乳
母
た
ち
も
泣
き
ま
ど
い
、
帝
も
涙
を
流
し
て
ば
か
り
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
を
、「
ど
う
し
た
の
か
」
と
拝
見
し
て
お
い
で
に
な
る
。

　

あ
り
ふ
れ
た
場
合
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
な
別
れ
は
悲
し
く
な
い
は
ず

が
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
悲
し
み
は
尽
き
ず
、
し
み
じ
み
と
残
念
な

さ
ま
で
あ
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
な
の
で
、

常
の
通
り
に
葬
り
申
し
上
げ
る
。
母
北
の
方
は
、「
娘
と
同
じ
煙
と
な
っ

て
空
に
の
ぼ
っ
て
し
ま
い
た
い
」
と
泣
き
慕
っ
て
、
野
辺
送
り
に
従
う

女
房
の
車
に
後
を
追
っ
て
乗
り
、
愛
宕
と
い
う
所
で
お
ご
そ
か
に
火
葬

の
作
法
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ご
到
着
に
な
っ
た
気
持
ち
は
、
ま
っ
た

く
い
か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。「
魂
が
離
れ
た
御
亡
骸
を
何
度
も
見
な
が
ら
、

ま
だ
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
し
ま
う
の
が
ま
こ

と
に
悲
し
い
の
で
、
灰
に
な
ら
れ
る
の
を
拝
見
し
て
、
も
う
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
人
だ
と
一
心
に
思
い
込
む
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と

気
丈
に
お
っ
し
ゃ
る
が
、
車
か
ら
も
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
惑
乱

な
さ
っ
て
い
る
の
で
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
わ
」
と

泣な

き
騒さ

は

げ
ば
、
御
使つ

か

ひ
も
あ
へえ

な
く
て
帰か

へ

り
参ま

い

り
た
る
を
聞き

こ
し
め

す
ま
まゝ
に
、
御
心
ま
ど
ひ
て
、
何な

に

事
も
思お

ほ

し
め
さ
れ
ず
、
い
み
じ
く

て
籠こ

も

り
おを

は
し
ま
す
。
宮
は
か
く
て
も
ご御

覧ら
ん

ぜ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
か

かゝ
る
ほ
ど
に
さ
ぶ
ら
ひ
た給

　

　

ま
ふ
4

4

例れ
い

は
な
き
こ事

　と4

な
れ
ば
、
ま
か
で

た給

　

　
ま
ひ
4

4

な
ん
と
す
。
何な

に

事
か
あ
ら
ん
と
も
思お

ほ

し
た
ら
ず
、
御
乳め

の
と母
どゝ

も
もゝ
泣な

き
ま）

19
（

ど
ひ
、
上
も
御
涙な

み
た

の
ひ
ま
な
く
て
お
は
し
ま
す
を
、

あ
や
し
と
見
た
て
ま
つ
り）

20
（

た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

　

よ
ろ
し
き
こ事

　と4

だ
に
か
かゝ
る
別わ

か

れ
の
悲か

な

し
か
ら
ぬ
や
う
は
な
き
わ

ざ
な
れ
ば
、
ま）

21
（

い
て
尽つ

き
せ
ず
、
あ
は
れ
に
口く

ち

惜を

し
げ
な
り
。
さ
て

も
言い

ふ
か
ひ
な
け
れ
ば
、
例れ

い

の
や
う
に
お
さ
め
た
て
ま
つ
る
。
母は

ゝ

北き
た

の
方
、「
同お

な

じ
煙け

ふ
り

に
の
ぼ
り
な
ん
」
と
泣な

き
こ
が
れ
て
、
御
送を

く

り
の

女
房
の
車く

る
ま

に
慕し

た

ひ
乗の

り
て
、
愛お

た
き宕
と
い
ふ
所
に
い
か
め
し
う
そ
の

作さ

法ほ
う

し
た
る
所
に
お
は
し
つ
き
た
る
心
地ち

、
げ
に
い
か
ば
か
り
か
あ

り
け
ん
。「
む
な
し
き
御
殻か

ら

を
見み

る
見〳〵
る
、
な
ほを

おゝ
は
す
る
も
の
と

の
み
お
ぼ
ゆ
る
が
い
と
悲か

な

し
け
れ
ば
、（

一
）
灰は

ゐ

に
な
り
た
ま
は
ん
を
見
た

て
ま
つ
り
て
、
亡な

き
人
と
ひ
た
ふ
る
に
も
思
ひ
な
り
な
ん
」
と
さ
か

し
う
の
た
ま
へ
れ
ど
、
車く

る
ま

よ
り
も
落お

ち
ぬ
べ
く
ま
ど
ひ
た
ま
へ
ば
、

「
さ
は
思
ひ
つ
か
し
」
と
人
々〳

〵

も
て
わ
づ
ら
ひ
た
て
ま
つ
る
。

　

内う

裏ち

よ
り
御
使つ

か

ひ
あ
り
。
三
位
の
位く

ら
ゐ

贈お
く

り
た給

　

　

ま
ふ
4

4

宣せ
ん

命み
や
う

読よ

む
を

聞き

く
に
、
悲か

な

し
き
こ事

　と4

ま
た
ま
さ
り
て
、
限か

き

り
な
く）

22
（

堪た

へえ

が
た
し
。

女
御
と
だ
に
言い

は
せ
ず
な
り
ぬ
る
が
、
あ
か
ず
口く

ち

惜を

し
く
思お

ほ

さ
れ
け

一
「
燃
え
は
て
て
灰
と
な
り
な
ん
時
に
こ
そ
人
を
思
ひ
の
や
ま
む
期
に
せ
め
」（
拾
遺
集
・
恋
五
・
929
・
題
し
ら
ず
・
詠
み
人
し
ら
ず
）
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人
々
は
扱
い
か
ね
申
し
上
げ
る
。

　

内
裏
か
ら
お
使
者
が
あ
る
。
お
使
者
が
三
位
の
位
を
追
贈
す
る
宣
命

を
読
み
上
げ
る
の
を
聞
く
と
、
悲
し
い
思
い
が
ひ
と
し
お
こ
み
あ
げ
て

き
て
、
こ
の
上
も
な
く
堪
え
が
た
い
。
女
御
と
さ
え
呼
ば
せ
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
尽
き
る
こ
と
な
く
心
残
り
に
お
思
い
に
な
っ

た
の
で
、「
も
う
一
階
級
上
の
位
だ
け
で
も
」
と
こ
の
よ
う
に
な
さ
る

の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
も
心
中
穏
や
か
で
な
く
お
憎
み
に
な
る
人
々
が
多

か
っ
た
。

　
【
7
】
少
し
も
の
の
情
趣
を
お
分
か
り
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
更
衣

の
あ
り
さ
ま
や
顔
だ
ち
の
す
ば
ら
し
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
気
立
て
も

お
っ
と
り
と
し
て
感
じ
が
よ
く
、
憎
む
よ
う
な
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
、
今
に
な
っ
て
思
い
出
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
あ
る
。

見
苦
し
い
ほ
ど
度
を
超
し
た
ご
待
遇
ゆ
え
に
こ
そ
冷
淡
に
お
な
り
に

な
っ
て
い
た
が
、
本
当
に
人
柄
は
親
し
み
が
あ
っ
て
、
思
い
や
り
が
深

か
っ
た
御
心
な
ど
を
、
帝
の
お
側
近
く
仕
え
る
女
官
た
ち
も
恋
い
偲
び

あ
っ
て
い
る
。「
な
く
て
ぞ
」（
亡
く
な
っ
た
後
こ
そ
恋
し
い
）
と
は
ま

さ
に
こ
の
こ
と
か
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

む
な
し
く
日
数
が
過
ぎ
て
、
帝
は
御
法
事
な
ど
に
も
こ
ま
や
か
に
弔

問
な
さ
る
。
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
更
衣
を
恋

し
く
お
思
い
に
な
る
の
で
、
妃
た
ち
の
夜
伽
な
ど
も
ま
っ
た
く
お
召
し

れ
ば
、
い
ま
ひ
と
き
ざ
み
を
だ
に
と
て
、
か
く
せ
さ
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

な
り

け
り
。
そ
れ
を
も
安や

す

か
ら
ず
憎に

く

み
た
ま
ふ
人
々〳

〵

多お
ほ

か
り
け
り
。

【
7
】
帝
や
宮
中
の
人
々
、
桐
壺
更
衣
を
悼
む

　

す
こ
し
物も

の

のゝ
心
知し

り
た給

　ま4

へ
る
は
、
さ
ま
、
容か

た
ち貌
の
め
で
た
か
り

し
に
添そ

へえ

て
、
心こ

ゝ
ろ

ば
せ
の
な
だ
ら
か
に
目め

や
す
く
、
憎に

く

み
ど所

　

　

こ
ろ
4

4

な
か
り
し
な
ど
、
今い

ま

ぞ
思お

も

ひ
出い

で
た給

　

　
ま
ふ
4

4

め
る
。
さ
ま
悪あ

し
き
御
も

て
な
し
ゆ
ゑへ

こ
そ
す
げ
な
く
も
の
し
た
ま
ひ
し
か
、
げ
に
人
柄か

ら

の
あ

は
れ
に
情な

さ

け
情〳〵
け
し
か
り
し
御
心
な
ど
、
上う

ゑ

の
女
房
ど
も
もゝ
恋こ

ひ
し

の
び
あ
へ
り
。「
な（

一
）

く
て
ぞ
」
と
は
、
こ
れ
が
こ事

　と4

に
や
と
見み

え
た
り
。

　

は
か
な
く
日ひ

ご
ろ
過す

ぎ
て
、
後の

ち

の
御
わ
ざ
な
ど
も
こ
ま
か
に
問と

は

せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
ほ
ど
の
ふ
る
ま
まゝ
に
、
せ
ん
方か

た

な
く
恋こ

ひ

し
く
思お

ほ

し
め
さ

る
れ
ば
、
御
方
々〳

〵

の
御
宿と

の
ゐ直
な
ど
も
絶た

え
て
し
た給

　ま4

は
ず
、
た
だゝ
夜よ

る

昼ひ
る

涙な
み
た

に
ひ
ち
て
明あ

か
し
暮く

ら
し
た
ま
へ
ば
、
見
た
て
ま
つ
る
人
々〳

〵

さ
へ（

二
）
露つ

ゆ

け
き
秋
な
り
。「
な
き
に
つ
け
て
も
人
の
胸む

ね

あ
く
ま
じ
か
り

一
「
あ
る
時
は
あ
り
の
す
さ
み
に
憎
か
り
き
な
く
て
ぞ
人
は
恋
し
か
り
け
る
」（
源
氏
釈
）

二
「
人
は
い
さ
こ
と
ぞ
と
も
な
き
な
が
め
に
ぞ
わ
れ
は
露
け
き
秋
も
知
ら
る
る
」（
後
撰
集
・
秋
中
・
287
・
男
の
も
と
に
遣
は
し
け
る
・
読
人
し
ら
ず
）
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に
な
ら
ず
、
た
だ
夜
も
昼
も
涙
に
濡
れ
て
、
夜
を
明
か
し
、
日
中
を
お

過
ご
し
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
拝
見
す
る
人
々
ま
で
も
露
に
濡
れ
た
よ

う
に
涙
が
ち
に
な
る
秋
で
あ
る
。「
死
ん
だ
ら
死
ん
だ
で
、
人
の
心
を

晴
れ
や
か
に
さ
せ
な
い
ご
寵
愛
だ
こ
と
」
と
、
弘
徽
殿
な
ど
で
は
な
お

も
容
赦
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
だ
。
帝
は
一
の
宮
を
見
申
し
上
げ
な

さ
る
に
つ
け
て
も
、
若
宮
へ
の
恋
し
さ
を
尽
き
る
こ
と
な
く
お
思
い
起

し
に
な
る
の
で
、
気
心
の
知
れ
た
女
房
や
御
乳
母
た
ち
な
ど
を
更
衣
の

里
へ
幾
度
も
遣
わ
し
、
近
況
を
お
聞
き
に
な
る
。

　
【
8
】
野
分
が
起
こ
っ
て
に
わ
か
に
肌
寒
く
な
っ
た
夕
暮
れ
に
、
常

に
も
ま
し
て
更
衣
を
恋
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
で
、
靫
負
命
婦
を
更
衣

の
里
に
お
遣
わ
し
に
な
る
。
夕
月
夜
の
美
し
い
こ
ろ
に
宮
中
を
出
発
お

さ
せ
に
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
外
を
見
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
の
よ

う
な
折
は
管
弦
の
御
遊
び
な
ど
を
お
さ
せ
に
な
っ
た
も
の
だ
が
、
更
衣

は
き
わ
だ
っ
て
優
れ
た
音
色
を
奏
で
、
何
気
な
く
申
し
上
げ
な
さ
る
言

葉
も
、
人
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
や
顔
だ
ち
な
ど
も
、
幻
影
と
し
て
御
身

に
寄
り
添
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
た
だ
た
だ
思
わ
れ
て
し
ま
う
も
の
の
、

そ
れ
も
「
闇
の
う
つ
つ
」（
現
実
の
更
衣
）
に
は
や
は
り
劣
っ
て
い
る

の
だ
っ
た
。

け
る
人
の
御
お
ぼ
え
か
な
」
と
ぞ
、
弘こ

う

徽き

殿
な
ど
に
は
な猶

　ほ4

許ゆ
る

し
な

く
の
た
ま
ひ
け
る
。
一
の
宮
を
見み

た
て
ま
つ
ら
せ）

23
（

た給

　

　
ま
ふ
4

4

に
つ
け
て

も
、
若わ

か

宮
の
御
恋こ

ひ

し
さ
尽つ

き
せ
ず
思お

ほ

し
め
し
出い

で
ら
る
れ
ば
、
し
た

し
く
さ
ぶ
ら
ふ
女
房
、
御
乳め

の
と母
た
ち
な
ど
を
遣つ

か

は
し
つ
つゝ
、
御
あ
り

さ
ま
を
聞き

こ
し
め
す
。

【
8
】
靫
負
命
婦
、
桐
壺
更
衣
の
母
君
を
弔
問

　

野
分わ

き

し
て
に
は
か
に
肌は

た

寒さ
む

き
夕ゆ

ふ

暮く

れ
に
、
常つ

ね

よ
り
も
思お

ほ

し
め
し
出い

づ
る
こ事

　と4

多お
ほ

く
て
、
靫ゆ

け
い
の
み
や
う
ふ

負
命
婦
を
遣つ

か

は
す
。
夕ゆ

ふ

月つ
く

夜よ

お
か
し
き
ほ
ど

に
出い

だ
し
た
て
さ
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
や
が
て
な
が
め
おを

は
し
ま
す
。
か

や
う
な
る
折を

り

は
御
遊あ

そ

び
な
ど
せ
さ
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

し
に
、
心こ

ゝ
ろ

こ
と
な
る

物も
の

のゝ
音ね

を
か
き
た
て
、
は
か
な
く）

24
（

聞き

こ
へ
さ
せ
出い

づ
る
言こ

と

の
葉は

も
、

人
に
は
こ
と
な
り
し
け
は
ひ
、
容か

た
ち貌
な
ど
、
面お

も

影か
け

に
添そ

ひ
て
の
み
思お

ほ

さ
る
るゝ
も
、「（

一
）
闇や

み

の
う
つ
つゝ
」
に
は
な猶

　ほ4

劣を
と

り
け
り
。

（
二
）

命み
や
う

婦ふ

は
か
し
こ
に
ま
う
で
てゝ
、
門か

と

引ひ

き
入い

る
るゝ
よ
り
、
け
は
ひ

あ
は
れ
な
り
。
や
も
め
住す

み
な
れ
ど
、
人
ひ
と
り
の
御
か
し
づ
き
に

一
「
む
ば
た
ま
の
闇
の
う
つ
つ
は
さ
だ
か
な
る
夢
に
い
く
ら
も
ま
さ
ら
ざ
り
け
り
」（
古
今
集
・
恋
三
・
647
・
題
し
ら
ず
・
読
人
し
ら
ず
）

二
「
于
時
、
雲
海
沈
々
、
洞
天
日
暮
。
瓊
戸
、
重
闔
悄
然
無
聲
。
方
士
、
屏
息
、
斂
足
、
拱
手
門
下
。
久
之
而
、
碧
衣
、
延
入
。（
時
に
、
雲
海
沈
々
と
し
て
洞
天
日

暮
れ
ぬ
。
瓊け
い

戸こ

、
重
ね
て
闔と
ざ

し
て
、
悄
然
と
し
て
聲こ
え

無
し
。
方
士
、
息い
き

を
屏か
く

し
、
足
を
斂を
さ

め
て
、
手
を
門
下
に
拱こ
ま
ぬく
。
久
し
く
有
り
て
、
碧
衣
、
延ひ

き
入
れ
つ
。）」

（
長
恨
歌
伝
）
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命
婦
が
あ
ち
ら
へ
伺
っ
て
、
車
を
門
の
中
に
引
き
入
れ
る
と
、
邸
の

様
子
は
し
み
じ
み
と
悲
し
み
に
沈
ん
で
い
る
。
母
君
の
一
人
住
ま
い
だ

が
、
更
衣
ひ
と
り
を
お
世
話
す
る
た
め
何
か
と
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
邸
で
あ
っ
た
の
を
、
悲
し
み
に
く
れ
惑
っ
て
臥
し
沈
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
う
ち
に
、
庭
の
草
は
高
く
な
り
、
野
分
に
あ
ち
こ
ち
が
荒

れ
た
様
子
で
、
月
の
光
ば
か
り
が
八
重
葎
に
も
遮
ら
れ
ず
さ
し
込
ん
で

い
る
。

　

母
君
は
寝
殿
の
南
面
で
命
婦
を
車
か
ら
降
ろ
し
て
面
会
な
さ
る
が
、

す
ぐ
に
は
言
葉
も
お
出
し
に
な
れ
な
い
。「
今
と
な
る
ま
で
こ
の
世
に

留
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
を
ま
こ
と
に
辛
く
存
じ
ま
す
し
、
こ
の
よ
う
な

お
使
者
が
、
涙
に
濡
れ
て
過
ご
し
て
い
る
陋
屋
へ
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

に
つ
け
て
も
、
い
っ
そ
う
恥
ず
か
し
く
思
わ
れ
ま
し
て
」
と
、
い
か
に

も
堪
え
が
た
い
よ
う
に
お
泣
き
に
な
る
。「『
お
里
へ
伺
う
と
一
段
と
お

い
た
わ
し
く
、
悲
し
み
に
何
事
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
』
な
ど
と
典
侍
が

奏
上
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
通
り
、
私
の
よ
う
な
も
の
の

情
趣
を
存
じ
ま
せ
ん
心
に
も
、
本
当
に
堪
え
が
た
く
思
わ
れ
る
こ
と
で

す
」
と
、
い
く
ら
か
気
を
静
め
て
帝
の
お
言
葉
を
お
伝
え
申
し
上
げ
る
。

「『
し
ば
ら
く
は
夢
か
と
の
み
途
方
に
く
れ
た
が
、
少
し
ず
つ
心
も
落
ち

着
い
て
く
る
に
つ
れ
、
そ
の
夢
の
さ
め
る
夜
が
あ
る
は
ず
も
な
く
、
堪

え
が
た
い
思
い
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
な
の
か
と
相
談
で
き
る
人

さ
え
い
な
い
の
が
辛
い
の
で
、
母
君
に
こ
っ
そ
り
参
内
し
て
も
ら
っ
て

と
か
く
目め

や
す
き
ほ
ど
な
り
し
住す

ま
ひゐ

を
、
く
れ
ま
ど
ひ
て
臥ふ

し
沈ゝ

つ

み
た給

　ま4

へ
る
ほ
ど
に
、
草く

さ

高た
か

く
な
り
、
野
分わ

き

に
と
こ
ろ
ど〳

〵

こ
ろ
4

4

荒あ

れ

た
る
心こ

ゝ

地ち

し
て
、
月
影か

け

ば
か
り
ぞ（

一
）
八や

へ
む
く
ら

重
葎
に
も
さ
は
ら
ず
さ
し
入い

り

た
る
。

　

南み
な
み

面お
も
て

に
下を

ろ
し
て
母は

ゝ

君
会あ

ひ
た
ま
へ
れ
ど
、
とゝ
み
に
え
も
の
も

の
た
ま
は
ず
。「
今い

ま

まゝ
で
と
ま
り
て
は侍

べ
る
4

4

が
い
と
憂う

き
に
、
か
かゝ

る
御
使つ

か

ひ
の
、
蓬よ

も
き

の
露つ

ゆ

分わ

け
入い

り
た
ま
へ
る
に
つ
け
て
な
ん
、
い

と
どゝ
恥は

づ
か
し
う
」
と
て
、
げ
に
え
た
う
ま
じ
う
泣な

き
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。

「『
参ま

い

り
て
は
い
と
どゝ
心
苦く

る

し
う
、
も
の
思お

も

ふ
た
ま
へ
ら
れ
ず
』
な
ど

典な
い
し
の
す
け侍
奏そ

う

し
た給

　

　

ま
ひ
4

4

し
を
、
ま
こ
と
に
、
も
の
思お

も

ふ
た
ま
へ
知し

ら
ぬ

心
地ち

に
も
、
げ
に
こ
そ
忍し

の

び
が
た
く
は侍

　

　
べ
り
4

4

け
れ
」
と
、
や
やゝ
た
め

ら
ひ
て
御
消せ

う

息そ
こ

伝つ
た

へ
き
こ
ゆ
。「『
し
ば
し
は
夢ゆ

め

か
と
の
み
た
ど
ら
れ

し
を
、
や
う
や〳〵
う
思
ひ
し
づ
ま
る
に
し
も
、
さ
む
べ
き
夜よ

な
く
、
堪た

へえ

が
た
き
は
い
か
さ
ま
に
す
べ
き
こ事

　と4

に
か
と
問ゝ
ひ
あ
は
す
べ
き
方か

た

だゝ
に
な
き
が
わ
り
な
き
に
、
忍し

の

び
て
参ま

い

り
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
か
ひ
な
き
御

物も
の
か
た
り語
も
な
ん
。
若わ

か

宮
の
い
と
お
ぼ
つ
か
な
く
、
露つ

ゆ

け
き
中
に
過す

ぐ

し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

ら
ん
も
心
苦く

る

し
く
思お

ほ

し
め
さ
る
るゝ
を
、
と
く
参ま

い

ら
せ
た）

25
（

て

ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
』
な
ど
、
は
か
ば〳〵
か
し
く
も
の
た給

　ま4

は
せ
や
ら
ず
、

む
せ
か
へ
ら
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

つ
つゝ
、
か
つ
は
人
の
心
弱よ

は

く
と
見
た
て
ま
つ

ら
ん
こ事

　と4

を
思お

も

ほ
し
、
忍ゝ

の

ば
ぬ
に
し
も
お
は
し
ま
さ
ぬ
御
け
し
き
の

心
苦く

る

し
さ
に
、
承

う
け
た
ま
は

り
も
は
て
ぬ
さ
ま
に
て
な
ん
ま
か
で
は侍

べ
り
4

4

一
「
と
ふ
人
も
な
き
宿
な
れ
ど
来
る
秋
は
八
重
葎
に
も
さ
は
ら
ざ
り
け
り
」（
古
今
六
帖
・
二
・
宿
・
1306
・
貫
之
）
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他
愛
な
い
話
も
し
た
い
も
の
だ
。
若
宮
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
、
涙
が

ち
な
人
々
の
中
で
お
過
ご
し
で
あ
ろ
う
こ
と
も
不
憫
に
思
わ
れ
る
の
で
、

は
や
く
参
内
さ
せ
ら
れ
よ
』な
ど
、は
っ
き
り
と
も
最
後
ま
で
お
っ
し
ゃ

ら
ず
、
む
せ
び
泣
か
れ
な
が
ら
、
一
方
で
は
周
囲
が
『
お
気
弱
な
』
と

見
申
し
上
げ
る
こ
と
を
お
気
に
な
さ
り
、
ご
悲
嘆
を
お
隠
し
に
な
ら
な

い
わ
け
で
も
な
い
ご
様
子
の
お
い
た
わ
し
さ
に
、
す
べ
て
を
承
れ
な
い

ま
ま
で
宮
中
を
出
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
、
帝
の
お
手
紙
を
お
渡
し
す

る
。

　
「
悲
し
み
に
目
も
見
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
に
畏
れ
多
い
仰
せ
言

を
光
と
い
た
し
ま
し
て
」
と
ご
覧
に
な
る
。

時
が
た
て
ば
悲
し
み
が
少
し
ま
ぎ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
待
ち

な
が
ら
過
ぎ
る
月
日
が
重
な
る
に
つ
れ
て
、
ま
こ
と
忍
び
が
た
さ

が
募
る
の
は
如
何
と
も
し
が
た
い
こ
と
で
す
。
幼
い
若
宮
も
ど
う

し
て
い
る
か
と
常
に
気
に
か
か
り
、
共
に
養
育
し
な
い
も
ど
か
し

さ
を
口
惜
し
く
思
い
ま
し
て
。
今
は
昔
を
思
い
出
す
よ
す
が
と
見

な
し
て
参
内
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
ど
と
こ
ま
や
か
に
お
書
き
に
な
っ
て
い
る
。

宮
城
野
（
宮
中
）
の
私
に
涙
を
催
さ
せ
る
風
の
音
を
聞
く
に
つ
け
、

小
萩
（
若
宮
）
が
ど
の
よ
う
な
様
子
か
と
案
じ
て
い
ま
す
。

ぬ
る
」
と
て
、
御
文ふ

み

た
て
ま
つ
る
。

　
「
目め

も
見み

え
は侍

　べ4

ら
ぬ
に
、
か
く
か
し
こ
き
仰お

ほ

せ
言こ

と

を
光ひ

か
り

に
て
な

ん
」
と
て
見
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

ほ
ど
経へ

ば
す
こ
し
ま
ぎ
る
るゝ
こ
と
も
や
と
待ま

ち
過す

ぐ
る
月
日
に

そ
へ
て
、
い
と
忍し

の

び
が
た
き
は
わ
り
な
き
わ
ざ
に
な
ん
。
い
は

け
な
き
人
も
い
か
に
と
思
ひ
や
り
つ
つゝ
、
も
ろ
と
も
に）

26
（

育は
く
ゝ

ま

ぬ
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
、
口く

ち

惜を

し
う
。
今い

ま

は
昔む

か
し

の
形か

た

見身

に
な
ず

ら
へ
て
も
の
し
た給

　
　ま4

へ
。

な
ど
、
こ
ま
や
か
に
書か

かゝ
せ
た
ま
へ
り
。

宮み
や

城き

野の

のゝ
露つ

ゆ

ふ
き
む
す
ぶ
風
の
音お

と

に
小こ

萩は
き

が
も
と
を
思
ひ
こ
そ

や
れ

な
ど
あ
れ
ど
、
え
も
見
は
て
た給

　ま4

は
ず
。「（

一
）

命い
の
ち

長な
か

さ
の
い
と
つ）

27
（

ら
く

思お
も

ふ
た
ま
へ
ら
る
るゝ
に
、『（

二
）
松ま

つ

の
思お

も

は
ん
こ事

　と4

』
だ
に
恥は

づ
か
し
う

は侍

　べ4

れ
ば
、
ま
い
て
百も

ゝ

敷し
き

に
行ゆ

き
か
ふ
人
の
思
ひ
は侍

　べ4

ら
ん
こ
と
も

い
と
つ
つゝ
ま
し
う
て
、
か
かゝ
る
仰お

ほ

せ
言事

を
承

う
け
た
ま
は

り
な
が
ら
、
え
な

ん
思
ひ4

た給

　ま4

へ
立た

つ
ま
じ
き
。
若わ

か

宮
は
い
か
で
思お

も

ほ
し
知ゝ
る
に
か
、

参ま
い

り
た
ま
は
ん
こ事

　と4

を
の
み
急い

そ

ぎ
思お

ほ

し
た
め
れ
ば
、
こ
と
わは

り
に
悲か

な

し
く
見
た
て
ま
つ
り
は侍

べ
る
4

4

。
か
や
う
に
内う

ち

々〳
〵

に
思
ひ4

た
ま
ふ
る
さ

ま
を
奏そ

う

し
た
ま
へ
。
ゆ
ゆゝ
し
き
身
に
は侍

べ4

れ
ば
、
か
く
て
おを

は
し
ま

一
「
多
男
子
即
多
懼
、
富
即
多
事
、
寿
即
多
辱
。（
男
子
多
け
れ
ば
即
ち
懼
多
く
、
富
め
ば
即
ち
事
多
く
、
寿
な
れ
ば
即
ち
辱
多
し
。）（
荘
子
・
外
篇
・
天
地
）。
京

都
大
学
蔵
本
『
紫
明
抄
』
は
こ
れ
を
引
き
、「
寿
イ
ノ
チ
ナ
カ
キ
モ
ノ
ハ
ハ
チ
オ
ホ
シ

即
多
辱
」
と
の
訓
を
示
す
。

二
「
い
か
で
な
ほ
あ
り
と
知
ら
せ
じ
高
砂
の
松
の
お
も
は
ん
こ
と
も
恥
づ
か
し
」（
古
今
六
帖
・
五
・
名
を
惜
し
む
・
3057
）
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な
ど
と
あ
る
が
、
と
て
も
最
後
ま
で
お
読
み
に
な
れ
な
い
。「
長
生
き

が
本
当
に
辛
く
思
わ
れ
ま
す
し
、『
松
の
思
は
ん
こ
と
』（
長
寿
の
松
が

私
に
思
う
で
あ
ろ
う
こ
と
）
さ
え
恥
ず
か
し
い
で
す
の
に
、
ま
し
て
宮

中
に
行
き
交
う
人
々
が
ど
う
思
い
ま
す
か
も
憚
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
仰

せ
言
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
到
底
思
い
立
て
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
若

宮
は
ど
の
よ
う
に
ご
存
じ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
、
参
内
な
さ
る
こ
と
の

み
を
お
急
ぎ
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
も
無
理
の
な
い
こ

と
と
悲
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
内
心
思
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
を
帝
に
奏
上
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
子
に
先
立
た
れ
た
不
吉
な

身
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
う
し
て
私
の
側
に
若
宮
が
お
い
で
に
な
る

の
も
縁
起
が
悪
く
、
畏
れ
多
い
こ
と
で
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

　

若
宮
は
お
休
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。「
お
目
に
か
か
っ
て
、

ご
様
子
を
詳
し
く
奏
上
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
主
上
も
お
待
ち
あ
そ

ば
し
て
い
る
で
し
ょ
う
し
、
夜
も
更
け
て
お
り
ま
し
ょ
う
か
ら
」
と
帰

参
を
急
ぐ
。「
惑
乱
す
る
心
の
闇
を
ほ
ん
の
少
し
晴
ら
す
程
度
に
お
話

し
た
く
存
じ
ま
す
し
、
私
的
に
も
気
安
く
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。
こ
こ
数

年
は
、
晴
れ
が
ま
し
く
嬉
し
い
折
に
ば
か
り
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
っ
た

の
に
、
こ
の
よ
う
な
弔
問
の
お
使
者
と
し
て
拝
見
す
る
と
は
、
返
す
返

す
も
思
う
に
ま
か
せ
な
い
命
で
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
。
娘
は
お
生
ま
れ
に

す
も
忌い

ま

々〳
〵

し
く
、
か
た
じ
け
な
く
な
ん
」
と
の
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

　

若わ
か

宮
は
大御

殿と
の

籠こ
も

り
に
け
り
。「
見
た
て
ま
つ
り
て
、
御
あ
り
さ
ま

も
詳く

は

し
う
奏そ

う

し
は侍

　べ4

ら
ま
ほ
し
き
を
、
待ま

ち
おを

は
し
ま
す
ら
ん
に
、

夜
更ふ

け
は侍

　

　

べ
り
4

4

ぬ
ら
ん
」
と
急い

そ

ぐ
。「
く（

一
）

れ
ま
ど
ふ
心
の
闇や

み

も
す
こ

し
晴は

る
く
ば
か
り
な
ん
聞き

こ
え
さ
せ
ま）

28
（

ほ
し
う
は侍

　

　
べ
る
4

4

を
、
御
わ
た

く
し
に
も
、
の
ど
か
に
ま
か
で
た給

　ま4

へ
。
年と

し

ご
ろ
は
、
面お

も

だ
たゝ
し
う

嬉ゝ
れ

し
き
つ
い
で
に
の
み
立た

ち
寄よ

り
た給

　

　
ま
ひ
4

4

つ
る
を
、
か
かゝ
る
御
使つ

か

ひ

に
て
見み

た
て
ま
つ
る
は
、
返
す4

返〳〵
す
つ
れ
な
き
命い

の
ち

に
も
は侍

　

　
べ
る
4

4

か
な
。

生む

ま
れ
た
ま
ひ
し
よ
り
思お

も

ふ
心
あ
り
し
人
に
て
、
故こ

大
納
言
も
今い

ま

際は

と
な
る
ま
で
、『
た
だ
、
こ
の
人
の
宮
仕つ

か

へ
の
本ほ

意い

、
か
な
ら
ず
遂と

げ
さ
せ
た給

　ま4

へ
。
わ
れ
亡な

く
な
り
ぬ
と
て
、
口く

ち

惜を

し
き
方か

た

に
思お

も

ひ
く

づ
ほを

る
な
』
と
返
す4

返〳〵
す
諫い

さ

め
おを

き
た給

　

　
ま
ひ
4

4

し
か
。
は
か
ば〳〵
か
し
う

思
ひ
後う

し
ろ

む
べ
き
人
な
き
交ま

じ
ら
ひ
は
、
な中

か4

な〳〵
か
な
べ
き
こ事

　と4

と

思
ひ
た給

　

　
ま
へ
4

4

な
が
ら
、
た
だゝ
か
の
遺ゆ

い

言こ
ん

違た
か

へ
じ
と
ば
か
り
に
出い

だ
し

た
て
は侍

　

　
べ
り
4

4

し
を
、
身
に
余あ

ま

る
ま
で
御
心
ば
へ
の
か）

29
（

た
じ
け
な
き
ば

か
り
に
面お

も
て

隠か
く

し
つ
つゝ
交ま

じ
ら
ひ
は侍

　

　

べ
り
4

4

つ
る
に
、
つ
い
に
横よ

こ

様さ
ま

な

る
や
う
に
て
か
く
な
り
は侍

　

　
べ
り
4

4

ぬ
れ
ば
、
か
へ
り
て
は
つ
ら
く
な
ん
、

か
し
こ
き
御
心
ば
へ
を
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
は侍

　

　
べ
る
4

4

」
と
言い

ひ
も
や
ら

ず
泣な

き
た給

　

　

ま
ふ
4

4

ほ
ど
に
、
い
た
く
更ふ

け
ゆ
け
ば
、「
上う

ゑ

も
し
か
な
ん
。

一
「
人
の
お
や
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」（
後
撰
集
・
雑
一
・
1102
・
太
政
大
臣
の
、
左
大
将
に
て
相
撲
の
還
饗
し
は
べ
り
け
る

日
、
中
将
に
て
ま
か
り
て
、
こ
と
終
は
り
て
こ
れ
か
れ
ま
か
り
あ
か
れ
け
る
に
、
や
む
ご
と
な
き
人
、
二
三
人
ば
か
り
留
め
て
、
客
人
、
主
、
酒
あ
ま
た
度
の
後
、

酔
ひ
に
の
り
て
子
供
の
上
な
ど
申
し
け
る
つ
い
で
に
・
兼
輔
朝
臣
）
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な
っ
た
と
き
か
ら
私
た
ち
が
期
待
を
寄
せ
て
い
た
人
で
、
故
大
納
言
も

臨
終
の
間
際
ま
で
、『
た
だ
一
心
に
、
こ
の
人
を
入
内
さ
せ
る
と
い
う

本
懐
を
、
必
ず
遂
げ
ら
れ
よ
。
私
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
不

本
意
に
諦
め
て
は
な
ら
ぬ
』
と
繰
り
返
し
お
諫
め
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

し
っ
か
り
と
後
見
し
て
く
れ
る
人
の
い
な
い
宮
仕
え
は
か
え
っ
て
難
し

か
ろ
う
と
存
じ
ま
し
た
も
の
の
、『
た
だ
そ
の
遺
言
を
違
え
ま
い
』
と

の
一
心
で
出
仕
さ
せ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
身
に
余
る
ほ
ど
の
お
情
が
畏
れ

多
く
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
け
に
お
す
が
り
し
て
、
不
如
意
な
こ
と
も

取
り
繕
っ
て
お
仕
え
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
つ
い
に
普
通
で
な
い
さ
ま

で
こ
の
よ
う
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
か
え
っ
て
恨
め
し

い
こ
と
と
、
畏
れ
多
い
お
情
を
お
思
い
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
」
と
言

い
終
え
ず
お
泣
き
に
な
る
う
ち
に
、
夜
も
た
い
そ
う
深
く
な
っ
て
い
く

の
で
、「
主
上
に
お
か
れ
て
も
同
じ
こ
と
。『
自
分
の
心
で
あ
り
な
が
ら

不
思
議
と
、
人
が
驚
く
ほ
ど
に
恋
し
く
思
わ
れ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
に

長
続
き
す
る
は
ず
も
な
い
宿
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、
今
は
恨
め

し
い
人
だ
と
思
う
よ
う
に
す
る
。
私
は
、
決
し
て
わ
ず
か
ば
か
り
も
人

の
心
を
損
ね
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
た
だ
こ
の
人
の
た
め

に
、
多
く
の
恨
ま
せ
て
は
い
け
な
い
人
々
の
恨
み
を
負
い
、
最
後
に
は

こ
の
よ
う
に
先
立
た
れ
て
、
心
を
静
め
る
す
べ
も
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
く
の
も
、
ど
の
よ
う
な
宿
縁
だ
っ
た
の
か
、
前
世
か
ら
の
こ
と
も
知

『
わ我

　が4

御
心
な
が
ら
あ
や
し
く
、
人
の
驚を

と
ろ

く
ば
か
り）

30
（

思お
ほ

さ
れ
し
も
、

か
く
長な

か

かゝ
る
ま
じ
か
り
け
る
契ち

き

り
な
り
け
り
と
、
今い

ま

は
つ
ら
か
り
け

る
人
と
な
ん
思
ひ
な
す
。
世）

31
（

に
い
さ
さゝ
か
も
人
の
心こ

ゝ
ろ

を
曲ま

げ
た
る

こ事

　と4

は
あ
ら
じ
と
思
ひ
し
を
、
た
だゝ
こ
の
人
の
ゆ
ゑへ

に
て
あ
ま
た
の

さ
る
ま
じ
き
人
々〳

〵

の
恨う

ら

み
を
負ゝ
ひ
て
、
は
て
に
は
か
く
う
ち
捨す

て
ら

れ
て
、
心
を
収ゝ

さ

め
ん
方か

た

な
き
さ
ま
に
な
り
ゆ
く
も
、
い
か
な
り
け
る

契ち
き

り
に
か
と
、
前さ

き

の
世よ

よゝ
り
ゆ
か
し
く
な
ん
』、
う
ち
返か

へ

し
つ
つゝ
、

し
ほ
た
れ
が
ち
に
て
の
み
な
ん
お
は
し
ま
す
」
な
ど
尽つ

き
せ
ず
語か

た

る

に
、「
夜
も
い
た
く
更ふ

け
ぬ
れ
ば
、
今こ

よ
ひ宵
過す

ぐ
さ
ず
御
返
り4

奏そ
う

せ
ん
」

と
て
急い

そ

ぎ
参ま

い

る
。

　

月
は
入い

り
方か

た

近ち
か

く
な
り
て
、
空そ

ら

清き
よ

く
の
ど
か
な
る
に
、
風か

せ

す
こ
し

う
ち
吹ふ

き
て
、
草く

さ

む
ら
の
虫む

し

惜を

し
み
顔か

ほ

に
声こ

ゑ

々〳
〵

ふ
り
た
て
た
る
な
ど
、

す
べ
て
い
と
た
ち
は
な
れ
が
た
き
草く

さ

の
も
と
な
り
。

鈴す
ゝ

虫む
し

の
声こ

ゑ

の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
て
も
な
が
き
夜よ

あ
か
ず
ふ
る

涙な
み
た

か
な

え
も
言い

ひ
や
ら
ず
。

「
い（

一
）
と
どゝ
し
く
虫む

し

の
音ね

し
げ
き
浅あ

さ

茅ち

生ふ

に
露つ

ゆ

おを

き
そ
ふ
る
雲く

も

の

上う
ゑ

人

か
ご
と
も
聞き

こ
え
つ
べ
く
」
な
ど
言い

は
せ
た
ま
ふ
。
をお

か
し
き
さ
ま

な
る
贈を

く

り
物
な
ど
あ
る
べ
き
折を

り

に
も
あ
ら
ね
ば
、
た
だゝ
か
の
御
形か

た

見身

一
「
五
月
雨
に
ぬ
れ
に
し
袖
に
い
と
ど
し
く
露
お
き
そ
ふ
る
秋
の
わ
び
し
さ
」（
後
撰
集
・
秋
中
・
277
・
母
の
服
に
て
里
に
は
べ
り
け
る
に
、
先
帝
の
御
文
た
ま
へ
り

け
る
御
返
事
に
・
近
江
更
衣
）
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り
た
い
も
の
だ
』
と
繰
り
返
さ
れ
、
た
だ
涙
が
ち
に
の
み
お
過
ご
し
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
な
ど
尽
き
る
こ
と
な
く
語
っ
て
、「
夜
も
た
い

そ
う
更
け
た
の
で
、
今
夜
の
う
ち
に
お
返
事
を
奏
上
し
ま
し
ょ
う
」
と

急
い
で
宮
中
に
帰
参
す
る
。

　

月
は
入
り
方
近
く
な
り
、
空
は
澄
み
、
穏
や
か
で
、
風
が
や
や
吹
い

て
、
草
む
ら
の
虫
は
名
残
惜
し
い
様
子
で
そ
の
音
色
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て

い
る
の
な
ど
も
、
す
べ
て
が
じ
つ
に
立
ち
去
り
が
た
い
草
の
も
と
で
あ

る
。

鈴
虫
の
よ
う
に
声
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
て
泣
い
て
も
、
長
い
夜
で

も
足
り
な
い
ほ
ど
に
尽
き
る
こ
と
な
く
流
れ
る
涙
で
あ
り
ま
す
よ
。

言
い
お
お
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
虫
の
鳴
き
声
の
頻
り
な
浅
茅
生
に
、
私
も
そ
の
よ
う
に
泣
き
暮

ら
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
露
（
涙
）
を
添
え
る
、
雲
上
か
ら

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
あ
な
た
様
で
す
。

恨
み
言
も
申
し
上
げ
て
し
ま
い
た
く
」
な
ど
と
女
房
に
お
伝
え
さ
せ
な

さ
る
。
目
を
引
く
よ
う
な
贈
り
物
な
ど
を
す
る
べ
き
と
き
で
も
な
い
の

で
、
た
だ
御
形
見
の
装
束
一
揃
い
に
、
こ
の
よ
う
な
用
途
も
あ
る
か
と

残
し
て
お
か
れ
た
御
櫛
上
げ
の
調
度
の
よ
う
な
も
の
を
お
添
え
に
な
る
。

　

若
い
女
房
な
ど
は
、
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で

の
装さ

う

束そ
く

一ひ
と

く
だ
り
、
か
や
う
の
用よ

う

も
や
と
て
残の

こ

し
た給

　ま4

へ
り
け
る
御（

一
）

櫛く
し

上あ

げ
の
調て

う

度と

だ
つ
物も

の

添そ

へえ

た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

　

若わ
か

き
人
々〳

〵

な
ど
の
悲か

な

し
き
こ事

　と4

を
ば
さ
ら
に
も
言い

は
ず
、
内う

ち裏
わ

た
り
を
朝あ

さ

夕ゆ
ふ

に
な
ら
ひ
て
、
い
と
さ
う
ざ〳〵
う
し
く
、
上う

ゑ

の
御
あ
り
さ

ま
な
ど
を
思
ひ
き
こ
ゆ
れ
ば
、
と
く
参ま

い

り
た給

ま
は
4

4

な
ん
こ事

　と4

を
そ
そゝ

の
か
し
き
こ
ゆ
れ
ど
、
か
く
忌い

ま

々〳
〵

し
き
身
の
添そ

ひ
き
こ
え
ん
も
い
と

人
聞き

きゝ
憂う

か
る
べ
し
、
ま又

　た4

、
見
た
て
ま
つ
ら
で
し
ば
し
も
あ
ら
ん

は
い
と
後う

し

ろ
め
た
く
お
ぼ
え
た給

　ま4

へ
ば
、
す
が
す〳〵
が
と
も
え
参ま

い

ら
せ

た給

ま4

は
ぬ
な
り
け
り
。

一
「
言
訖
憫
黙
、
指
碧
衣
女
、
取
金
釵
、
鈿
合
、
各
、
折
其
半
、
授
使
者
、
曰
、
為
我
、
謝
太
上
皇
、
謹
献
是
物
。
尋
舊
好
也
。（
言い

ひ
訖を
は

っ
て
、
憫び
ん

黙ぼ
く

と
し
て
、
碧

衣
の
女
を
指さ

し
て
、
金
釵し
ゃ

、
鈿で
ん

合
を
取
り
て
、
各
、
其
の
半
を
折お

っ
て
、
使
者
に
授さ
つ

け
て
、
曰
く
、
我
が
為
に
、
太
上
皇
に
謝し
ゃ

せ
ま
く
、
謹
ん
で
是
の
物
を
献た
て

ま

つ
れ
。
舊
き
好よ
し
みを

尋
よ
と
な
り
。）」（
長
恨
歌
伝
）
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も
な
い
が
、
宮
中
を
朝
夕
に
見
な
れ
て
い
た
の
で
大
変
心
寂
し
く
、
帝

の
お
姿
な
ど
を
慕
い
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
、
早
く
参
内
な
さ
る
よ
う

急
き
立
て
申
し
上
げ
る
が
、
母
君
は
、
こ
の
よ
う
な
不
吉
な
身
が
若
宮

に
付
き
添
い
申
し
上
げ
る
の
も
ま
っ
た
く
外
聞
が
悪
い
に
違
い
な
い
、

そ
う
か
と
い
っ
て
、
わ
ず
か
な
あ
い
だ
で
も
若
宮
を
拝
見
せ
ず
に
い
る

の
も
と
て
も
気
が
か
り
に
お
思
い
に
な
る
の
で
、
思
い
切
っ
て
参
内
さ

せ
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
【
9
】
命
婦
は
参
内
し
て
、
ま
だ
御
寝
に
な
ら
ず
お
待
ち
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
を
、
ま
こ
と
に
お
い
た
わ
し
い
こ
と
と
拝
見
す
る
。
御
前
の

壺
前
栽
が
た
い
そ
う
趣
深
い
さ
か
り
な
の
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
ふ
う

に
し
て
、
ひ
っ
そ
り
と
、
奥
ゆ
か
し
い
女
房
ば
か
り
を
五
六
人
ほ
ど
伺

候
お
さ
せ
に
な
っ
て
、
語
ら
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
っ
た
。
近
ご
ろ

朝
夕
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
長
恨
歌
の
御
絵
―
―
亭
子
の
院
が
お
描
か

せ
に
な
り
、
伊
勢
、
貫
之
に
お
詠
ま
せ
に
な
っ
た
和
歌
を
も
漢
詩
を
も
、

た
だ
そ
の
よ
う
な
趣
向
の
も
の
を
心
の
拠
り
所
と
な
さ
っ
て
い
る
。

　

た
い
そ
う
詳
し
く
里
の
様
子
を
お
尋
ね
に
な
る
の
で
、
命
婦
は
し
み

じ
み
と
悲
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
ひ
そ
や
か
に
奏
上
す
る
。

　

母
君
か
ら
の
お
返
事
を
ご
覧
に
な
る
と
、

大
変
畏
れ
多
い
お
言
葉
を
賜
り
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
り
か

ね
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仰
せ
言
を
承
る
に
つ
け
ま
し
て
も
、

【
9
】
靫
負
命
婦
、
宮
中
に
帰
参

　

命み
や
う

婦ふ

は
参ま

い

り
て
、
ま
だ
大御

殿と
の

籠こ
も

ら
ず
待ま

ち
おを

は
し
ま
し
け
る
を
、

い
と
あ
は
れ
に
見
た
て
ま
つ
る
。
御
前
の
壺つ

ほ

前せ
ん

栽さ
い

いゝ
と
おを

も
し
ろ
き

さ
か
り
な
る
を
ご御

覧ら
ん

ず
る
や
う
に
て
、
し
の
び
や
か
に
、
心
に
く
き

か
ぎ
り
の
女
房
五
六
人
ば
か
り
さ
ぶ
ら
は
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、
御
物も

の

語
か
た
り

な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ふ
な
り
け
り
。
こ）

32
（

の
ご
ろ
明あ

け
暮く

れ
ご御

覧ら
ん

ず
る
長

恨
歌
の
御
絵ゑ

、
亭
子
の
院
の
描
かゝ
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
伊
勢
、
貫つ

ら

之ゆ
き

に
詠よ

ま
せ
た給

　ま4

へ
る）

33
（

大や
ま
と和
言こ

と

の
葉
に
も
唐ゝ

ろ

土こ
し

の
詩う

た

を
も
、
た
だゝ
そ
の
筋す

ち

を

ぞ
真（

一
）

木
柱
に
せ
さ
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

　

い
と
こ
ま
か
に
あ
り
さ
ま
問と

は
せ
た給

　ま4

へ
ば
、
あ
は
れ
な
り
つ
る

こ事

　と4

ど
も
を
し
の
び
や
か
に
奏そ

う

す
。
御
返
り4

ご御

覧ら
ん

ず
れ
ば
、

い
と
も
畏か

し
こ

き
は
置お

き
所
も
は侍

　べ4

ら
ず
。
か
かゝ
る）

34
（

仰お
ほ

せ
言事

を

承う
け
た
ま
は

る
に
も
、
か
き
く
ら
す
乱み

た

り
心
地ち

に
な
ん
。

一
参
考
歌
「
真
木
柱
つ
く
る
杣
人
い
さ
く
め
の
仮
庵
の
た
め
と
思
ひ
け
ん
や
は
」（
古
今
六
帖
・
二
・
杣
・
1017
）。
岩
坪
健
（2013

）
は
『
源
氏
釈
』
が
他
の
巻
の
注

記
で
使
用
す
る
「
わ
ぎ
も
こ
が
来
て
は
よ
り
た
つ
真
木
柱
そ
も
む
つ
ま
し
き
ゆ
か
り
と
思
へ
ば
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
「
ゆ
か
り
」
と
解
釈
す
る
。
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心
も
真
っ
暗
に
思
い
乱
れ
て
お
り
ま
し
て
。

世
間
の
荒
い
風
を
ふ
せ
い
で
い
た
木
（
娘
）
が
枯
れ
て
木
影

（
庇
護
）
が
な
く
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
木
の
も
と
に

あ
る
小
萩
（
若
宮
）
の
こ
と
が
案
ぜ
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

な
ど
の
よ
う
に
と
り
乱
し
た
さ
ま
で
あ
る
の
を
、
ま
だ
気
持
ち
が
お
さ

ま
ら
な
い
頃
な
の
だ
と
お
見
逃
し
に
な
る
。
帝
は
、「
こ
こ
ま
で
惑
乱

し
て
い
る
姿
を
人
に
は
見
ら
れ
ま
い
」
と
心
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
な

さ
る
が
、
と
て
も
こ
ら
え
き
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
い
。

　

入
内
し
た
当
初
の
こ
と
ま
で
も
あ
れ
こ
れ
と
思
い
起
こ
さ
れ
て
、「
わ

ず
か
な
間
で
さ
え
会
わ
な
い
の
が
も
ど
か
し
か
っ
た
の
に
、
更
衣
が
い

な
く
て
も
月
日
は
過
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
思
い
が
け
な
い
こ
と
と

お
思
い
に
な
る
。「
故
大
納
言
の
遺
言
を
違
え
ず
、
宮
仕
え
の
志
を
遂

げ
て
く
れ
た
感
謝
の
し
る
し
に
、『
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
た
と
喜
ん
で
く

れ
る
よ
う
に
』
と
思
い
つ
づ
け
て
い
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
詮
の
な
い

こ
と
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
母
君
を
た
い
そ
う
痛
ま
し
く
お
思
い
に

な
る
。「
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
若
宮
が
成
長
す
れ
ば
自
然
と
し
か
る
べ

き
機
会
も
あ
ろ
う
。『
そ
の
た
め
に
長
生
き
し
よ
う
』
と
思
っ
て
耐
え

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
。

あ
ら
き
風
ふ
せ
ぎ
し
影か

け

の
か
れ
し
よ
り
小こ

萩は
き

が
も
と
ぞ
静し

つ

心
な
き

な
ど
や
う
に
乱み

た

り
が
は
し
き
を
、
心
の）

35
（

収を
さ

ま
ら
ぬ
ほ
ど
とゝ
ご御

覧ら
む

じ
許ゆ

る

す
。
い
と
か
く
し
も
人）

36
（

に
は
見み

え
じ
と
思お

ほ

し
しゝ
づ
め
た
れ
ど
、
さ
ら

に
え
忍し

の

び
あ
へえ

さ
せ
た給

ま4

は
ず
。

　

ご御

覧ら
ん

じ
は
じ
め
し
年と

し

月
の
こ事

　と4

さ
へ
、
か
き
集あ

つ

め
思お

も

ほ
し
つ
づゝ
け

ら
れ
て
、
時と

き

の
間ま

だ
に
お
ぼ
つ
か
な
か
り
し
を
、
か
く
て
も
月
日
は

経へ

け
り
と
、
あ
さ
ま
し
う
思お

ほ

し
め
さ
る
。「
故こ

大
納
言
の
遺ゆ

い

言こ
ん

違た
か

へ
ず
、

宮
仕つ

か

へ
の
本ほ

意い

深ふ
か

く
て
も
の
し
た
り
し
喜よ

ろ
こ

び
は
、
か
ひい

あ
る
さ
ま

に
と
こ
そ
思お

も

ほ
し
わ
た
り
つ
れ
、
言い

ふ
か
ひ
な
し
や
」
と
の
た
ま
は

せ
て
、
い
と
あ
は
れ
と
思お

ほ

し
や
れ
り
。「
か
く
て
も
、
おを

の
づ
か
ら
、

若わ
か

宮
な
ど
生お

ひい

出ゝ
で
た
ら
ば
さ
る
べ
き
つ
い
で
も
あ
り
な
ん
。
命

い
の
ち

長な
か

く
と
こ
そ
思
ひ
念ね

ん

ぜ
め
」
な
ど
の
た
ま
は
す
。
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【
10
】
命
婦
が
こ
の
贈
り
物
を
お
目
に
か
け
る
に
つ
け
て
も
、「
亡
き

人
の
居
場
所
を
探
し
出
し
た
と
い
う
証
の
釵
で
あ
っ
た
な
ら
ば
」
と
お

思
い
に
な
る
の
も
、
ま
っ
た
く
甲
斐
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

亡
き
人
の
魂
を
探
し
に
行
く
幻
術
士
が
い
れ
ば
よ
い
の
に
。
人
伝

て
に
で
も
、
あ
の
人
の
魂
の
あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
。

絵
に
描
い
て
あ
る
楊
貴
妃
は
、
優
れ
た
絵
師
で
あ
っ
て
も
筆
で
描
く
こ

と
に
は
限
り
が
あ
っ
た
た
め
、
じ
つ
に
精
彩
を
欠
い
て
い
る
。
尾
花
が

風
に
な
び
い
て
い
る
さ
ま
よ
り
も
な
よ
び
や
か
で
、
撫
子
が
露
に
濡
れ

て
い
る
さ
ま
よ
り
も
慕
わ
し
か
っ
た
更
衣
の
顔
だ
ち
や
様
子
を
思
い
出

さ
れ
る
と
、
花
の
色
や
鳥
の
音
を
も
っ
て
し
て
も
喩
え
よ
う
が
な
い
。

朝
夕
の
口
癖
に
、「
比
翼
の
鳥
の
よ
う
に
羽
を
並
べ
、
連
理
の
枝
の
よ

う
に
枝
を
交
わ
そ
う
」
と
お
約
束
な
さ
っ
た
の
に
、
誰
に
と
っ
て
も
思

う
に
ま
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
天
命
こ
そ
が
、
尽
き
る
こ
と
な
く
恨

め
し
い
。

【
10
】
帝
、
長
恨
歌
に
よ
そ
え
て
桐
壺
更
衣
を
哀
惜

　

こ
の
贈を

く

り
物も

の

を
ご御

覧ら
む

ぜ
さ
す
る
に
も
、（

一
）亡な

き
人
の
在あ

り
処か

た
づ
ね

出い

で
た
り
け
ん
し
る
し
の
釵

か
ん
さ
し

な
ら
ま
し
か
ば
と
思お

ほ

さ
る
るゝ
も
、
い

と
か
ひ
な
し
。

た
づ
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂た

ま

の
あ
り
か
を
そ

こ
と
知し

る
べ
く

絵ゑ

に
描か

き
た
る
楊や

う
く
ゐ
ひ

貴
妃
は
い
み
じ
き
絵ゑ

師し

と
い
へ
ど
も
、
筆ふ

て

か
ぎ
り

あ
り
け
れ
ば
、
い
と
匂に

ほ

ひ
少す

く

な
し
。
尾お

花は
な

の
風
に
な
び
き
た
る
よ
り

も
な
よ
び
、
撫な

て
し

子こ

の
露つ

ゆ

に
濡ぬ

れ
た
る
よ
り
も
な）

37
（

つ
か
し
か
り
し

容か
た
ち貌
、
け
は
ひ
を
思お

も

ほ
し
出い

づ
る
に
、
花は

な

鳥と
り

の
色い

ろ

に
も
音ね

に
も
よ
そ

ふ
べ
き
方か

た

ぞ
な
き
。
朝あ

さ

夕ゆ
ふ

の
言こ

と

ぐ
さ
に
、「（

二
）
羽は

ね

を）
38
（

並な
ら

べ
、
枝え

た

を
交か

は

さ
ん
」
と）

39
（

契ち
き

ら
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

し
に
、
誰た

れ

も
か
な
は
ざ
り
け
る
命い

の
ち

の
ほ

ど
ぞ（

三
）尽つ

き
せ
ず
恨う

ら

め
し
き
。

（
四
）
風か

せ

の
音を

と

、
虫む

し

の
音ね

に
つ
け
て
も
、
もゝ
の
のゝ
み
悲か

な

し
く
思お

ほ

し
め
さ
る

るゝ
に
、
弘
徽
殿
、
世よ

の
中
も
の
む
つ
か
し
く
思お

ほ

さ
れ
て
上う

ゑ

の
御
局

つ
ほ
ね

一
「
言
訖
憫
黙
、
指
碧
衣
女
、
取
金
釵
、
鈿
合
、
各
、
折
其
半
、
授
使
者
、
曰
、
為
我
、
謝
太
上
皇
、
謹
献
是
物
。
尋
舊
好
也
。（
言い

ひ
訖を
は

っ
て
、
憫び
ん

黙ぼ
く

と
し
て
、
碧

衣
の
女
を
指さ

し
て
、
金
釵し
ゃ

、
鈿で
ん

合
を
取
り
て
、
各
、
其
の
半
を
折お

っ
て
、
使
者
に
授さ
つ

け
て
、
曰
く
、
我
が
為
に
、
太
上
皇
に
謝し
ゃ

せ
ま
く
、
謹
ん
で
是
の
物
を
献た
て

ま

つ
れ
。
舊
き
好よ
し
みを
尋
よ
と
な
り
）」（
長
恨
歌
伝
）

二
「
在
天
願
作
比
翼
鳥　

在
地
願
為
連
理
枝
（
天
に
在あ

り
て
は
願
は
く
は
比
翼
の
鳥
作た

ら
む　

地
に
在
り
て
は
願
は
く
は
連
理
の
枝
為た

ら
む
）」（
長
恨
歌
）

三
「
此
恨
綿
綿
無
絶
期
（
此
の
恨
み
は
綿
綿
と
し
て
絶
ゆ
る
期
無
け
む
）」（
長
恨
歌
）。
な
お
、
那
波
本
で
は
「
無
尽
期
」
と
す
る
。

四
「
梨
園
第
子
、
玉
琯
、
音
發
聞
霓
裳
羽
衣
一
聲
、
則
天
顔
、
不
怡
。
左
右
、
歔
欷
。（
梨
園
の
弟
子
、
玉
琯か
ん

、
音
を
發
す
。
霓
裳
羽
衣
の
一ひ
と

聲こ
え

を
聞
き
て
は
、
則
ち

天
顔
怡た
の

し
び
た
ま
は
ず
。
左
右
、
歔き
ょ

欷き

す
。）」（
長
恨
歌
伝
）
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風
の
音
、
虫
の
音
に
つ
け
て
も
、
無
性
に
悲
し
く
お
思
い
に
な
ら
れ

て
い
る
が
、
弘
徽
殿
女
御
は
帝
と
の
ご
関
係
を
煩
わ
し
く
思
わ
れ
て
上

の
御
局
に
も
参
上
な
さ
ら
ず
、
月
が
美
し
い
の
に
よ
せ
て
管
弦
の
遊
び

を
な
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
帝
は
ひ
ど
く
ご
気
分
を
害
し
て
お
聞

き
に
な
る
。
近
ご
ろ
の
帝
の
ご
様
子
を
拝
見
し
て
い
る
殿
上
人
や
女
房

な
ど
は
、
苦
々
し
く
聞
い
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
弘
徽
殿
女
御
は
大
変

我
が
強
く
、
険
が
お
あ
り
の
お
方
な
の
で
、
帝
の
お
嘆
き
を
些
末
な
こ

と
と
無
視
し
て
ふ
る
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ら
し
い
。

　

月
も
沈
ん
だ
。

雲
の
上
（
宮
中
）
で
も
、
涙
に
く
れ
て
見
え
な
い
秋
の
月
だ
。
ま

し
て
ど
う
し
て
澄
ん
で
見
え
よ
う
か
、
ど
ん
な
に
嘆
い
て
住
ん
で

い
る
だ
ろ
う
か
、
あ
の
浅
茅
生
の
宿
（
更
衣
の
里
）
で
は
。

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
灯
芯
を
か
き
た
て
て
尽
き
る
ま
で
起
き
て
お
ら

れ
る
と
、
右
近
衛
府
の
宿
直
奏
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
丑
の
刻

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
人
目
を
憚
っ
て
ご
寝
所
に
お
入
り

に
な
っ
た
も
の
の
、
う
と
う
と
と
な
さ
る
こ
と
は
じ
つ
に
難
し
い
。

　

朝
お
起
き
に
な
っ
て
も
、「
明
く
る
も
知
ら
で
」（
更
衣
と
夜
が
明
け

に
も
参ま

う

上の
ほ

り
た給

ま4

は
ず
、
月
の
おを

も
し
ろ
き
に
遊あ

そ

び
を
ぞ
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

な
る
。
帝み

か
と

、
い
と
す
さ
ま
じ
と
聞き

か
せ
た
ま
ふ
。
こ
の
ご
ろ
の
御

け
し
き
を
見）

40
（

た
て
ま
つ
る）

41
（

上う
ゑ

人
、
女
房
な
ど
、
か
た
は
ら
い
た
し
と

聞き

きゝ
け
り
。
い
と
押を

し
た
ち
、
か
と
か〳〵
ど
し
く
も
の
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

御
方か

た

に
て
、
こ
と
に
も
あ
ら
ず
思を

ほ

し
消け

ち
て
も
て
な
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

な
る
べ
し
。

　

月
も
入い

り
ぬ
。

雲く
も

の
上
も
涙な

み
た

に
く
る
るゝ
秋
の
月
い
か
で
す
む
ら
ん
浅あ

さ

茅ち

生ふ

の

宿や
と

思お
も

ほ
し
や
り
つ
つゝ
、（

一
）

灯と
も
し

火
を
か
かゝ
げ
尽つ

く
し
て
おを

は
し
ま
す
に
、

右
近
の
司つ

か
さ

の
宿と

の
ゐ直
奏申

の
声こ

ゑ

聞）き
42
（

こ
ゆ
る
は
、
丑う

し

に
な
り
ぬ
る
な
る
べ

し
。
人
目め

を）
43
（

思ゝ
ほ

し
め
し
て
、
夜
の
御を

殿と
ゝ

に
入い

ら
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

ぬ
れ
ど
、

ま
ど
ろ
ま
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

こ事

　と4

い
と
か
た
し
。

　

朝あ
し
た

に
起を

き
さ
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
も
、「（

二
）明あ

く
る
も
知し

ら
で
」
と
思を

も

ほ
し

出い

づ
る
に
、
な猶

　ほ4（
三
）朝あ
さ

政
ま
つ
り
こ
と

は
怠お

こ
た

り
ぬ
べ）

44
（

か
め
り
。
も
の
な
ど
も
聞き

こ
し
め
さ
ず
、）

45
（

朝あ
さ

餉か
れ
い

の
け
し
き
ば
か
り）

46
（

触ふ

れ
さ
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、

大た
い

床し
や
う

子し

の
御
膳も

の

な
ど
は
い
と
は
る
け
く
の
み
思お

も

ほ
し
め
し
た
れ
ば
、

陪ゝ
い

膳せ
ん

に
さ）

47
（

ぶ
ら
ふ
人
々〳

〵

な
ど
、
い
と
心
苦く

る

し
う
見
た
て
ま
つ
り
悩な

や

む
。

一
「
秋
燈
挑
尽
未
能
眠
（
秋
の
燈
と
も
し
び

挑か
か

げ
尽
し
て
未
だ
眠ね
ぶ

る
こ
と
能あ
た

は
ず
）」（
長
恨
歌
）

二
「
玉
す
だ
れ
明
く
る
も
知
ら
で
寝
し
も
の
を
夢
に
も
見
じ
と
ゆ
め
思
ひ
き
や
」（
伊
勢
集
・
55
・
長
恨
歌
の
屏
風
を
亭
子
院
の
帝
描
か
せ
た
ま
ひ
て
、
そ
の
所
々
詠

ま
せ
た
ま
ひ
け
る　

帝
の
御
に
な
し
て
）。
先
に
出
た
宇
多
天
皇
の
長
恨
歌
絵
の
た
め
、「
春
の
宵
苦
短
く
し
て
日
高
け
て
起
く
」（
長
恨
歌
）
を
も
と
に
詠
ま
れ

た
歌
。

三
「
春
宵
苦
短
日
高
起　

従
此
君
王
不
早
朝
（
春
の
宵よ

苦い
と

短
く
し
て
日
高た

け
て
起
く　

此こ
れ

よ
り
君
王
早あ

さ
ま
つ
り
ご
と

朝
し
た
ま
は
ず
）」（
長
恨
歌
）
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る
の
も
知
ら
ず
共
に
寝
過
ご
し
た
も
の
を
）
と
思
い
出
さ
れ
て
は
、
や

は
り
今
も
朝
の
ご
政
務
を
お
ろ
そ
か
に
な
さ
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。

お
食
事
も
召
し
上
が
ら
ず
、
朝
餉
に
は
ほ
ん
の
し
る
し
程
度
に
お
手
を

つ
け
る
だ
け
で
、
大
床
子
の
御
膳
な
ど
は
ほ
ど
遠
い
存
在
の
よ
う
に
ば

か
り
思
し
召
さ
れ
る
の
で
、
陪
膳
に
伺
候
す
る
人
々
な
ど
は
、
ま
こ
と

に
心
苦
し
く
拝
見
し
て
心
を
痛
め
て
い
る
。
帝
の
お
側
近
く
お
仕
え
す

る
人
々
は
皆
、
男
も
女
も
、「
ひ
ど
い
ご
状
態
よ
」
と
言
い
交
わ
し
て

嘆
い
て
い
る
。「
き
っ
と
そ
の
よ
う
な
ご
命
運
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ

ろ
う
。
多
く
の
人
の
非
難
や
恨
み
を
憚
ら
れ
ず
、
こ
の
お
方
ば
か
り
に

心
を
寄
せ
て
道
理
を
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
今
は
今
で
こ
の
よ
う

に
ご
政
務
を
も
う
ち
棄
て
あ
そ
ば
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
は
、
本
当

に
今
に
も
政
治
が
途
絶
え
て
し
ま
い
そ
う
な
状
態
で
あ
る
よ
」
と
、
他

国
の
朝
廷
の
例
を
あ
れ
こ
れ
取
り
集
め
、
陰
で
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。

　
【
11
】
月
日
が
経
っ
て
、
若
宮
が
参
内
な
さ
っ
た
。
ま
っ
た
く
こ
の

世
の
も
の
で
は
な
い
か
よ
う
に
美
し
く
ご
成
長
な
さ
っ
た
の
で
、
帝
は

そ
ら
恐
ろ
し
い
と
思
し
召
さ
れ
る
。

　

翌
年
の
春
、
一
の
宮
が
春
宮
に
お
決
ま
り
に
な
る
際
に
も
、
順
番
を

飛
び
越
し
て
若
宮
を
立
坊
さ
せ
た
く
お
念
じ
に
な
る
が
、
後
見
を
つ
と

め
る
べ
き
人
も
な
く
、
世
間
で
も
承
服
す
る
は
ず
の
な
い
こ
と
な
の
で
、

か
え
っ
て
危
う
い
と
の
お
考
え
に
至
ら
れ
た
の
を
、「
あ
れ
ほ
ど
お
可

愛
が
り
に
な
り
な
が
ら
も
、
や
は
り
決
ま
り
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
の

だ
」
と
、
弘
徽
殿
女
御
も
御
心
を
落
ち
着
か
せ
ら
れ
る
。
世
間
も
同
様

す
べ
て
近ち

か

く
さ
ぶ
ら
ふ
か
ぎ
り
は
、
男を

と
こ

女
、「
い
み
じ
き
わ
ざ
か
な
」

と
言い

ひ
合あ

は
せ
つ
つゝ
嘆な

け

く
。「
さ
る
べ
き
に
こ
そ
お
は
し
ま
す
ら
め
。

多お
ほ

く
の
人
の
謗そ

し

り
恨う

ら

み
を
憚は

ゝ
か

ら
せ
た
ま
は
ず
、
こ
の
御
方
に
片か

た

寄よ

り
た
る
こ事

　と4

は
道た

う

理り

を
失う

し
な

は
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

し
に
、
今い

ま

は
か
く
世
の

政ま
つ
り
こ
と

を
も
思お

ほ

し
め
し
棄す

て
た
る
や
う
に
な
り
ゆ
く
は
、
い
と
絶た

え

絶〳〵
え
し
き
わ
ざ
か
な
」、
他人

の
朝み

か
と廷
の
例た

め
し

か
き
集あ

つ

め
、
さ
さゝ
め
き
嘆な

け

き
け
り
。

【
11
】
一
の
宮
、
立
坊
す
る
　
桐
壺
更
衣
の
母
君
の
死

　

月
日
経へ

て
若わ

か

宮
参ま

い

り
た
ま
へ
り
。
い
と
こ
の
世よ

の
も物

　の4

に
も
あ
ら

ず
、
き
よ
ら
に
生お

い
成な

り
た給

　ま4

へ
れ
ば
、
ゆ
ゆゝ
し
と
思お

ほ

し
め
し
た
り
。

　

あ
く
る
年と

し

の
春は

る

、
春と

う

宮
定さ

た

ま
り
た給

　

　
ま
ふ
4

4

に
も
、
い
と
引ひ

き
越こ

さ
ま

ほ
し
う
思お

ほ

し
め
せ
ど
、
御
後う

し
ろ

見み

す
べ
き
人
も
な
く
、
世
の4

中
に
も

受う

け
ひ
く
ま
じ
き
こ事

　と4

な
れ
ば
、
な
か
な〳〵
か
危あ

や

ふう

く
思お

ほ

し
め
し
な
り

ぬ
る
を
、「
さ
ば
か
り
思お

ほ

し
め
し
な
が
ら
、
限か

き

り
こ
そ
あ
り
け
れ
」
と
、

女
御
も
御
心
落を

ち
ゐ
た
ま
ふ
。
世よ

人
も
聞き

こ
ゆ
。

　

か
の
祖む

母は

北き
た

の
方か

た

、
慰な

く
さ

む
世よ

な
く
思お

ほ

し
沈ゝ

つ

み
て
、
おを

は
し
に
け
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に
お
噂
申
し
上
げ
る
。

　

あ
の
若
宮
の
祖
母
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
北
の
方
は
、
心
を
慰
め
る
機
会

も
な
く
沈
み
こ
ま
れ
て
、「
亡
き
更
衣
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
へ
行

こ
う
」
と
願
わ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
か
、
と
う
と
う
亡
く
な
っ
て
し
ま
わ

れ
た
の
で
、
帝
は
ま
た
こ
の
こ
と
を
限
り
な
く
ご
悲
嘆
な
さ
っ
た
。
宮

は
六
歳
に
お
な
り
に
な
る
年
な
の
で
、
今
回
の
ご
逝
去
は
理
解
な
さ
り
、

た
い
そ
う
慕
っ
て
お
泣
き
に
な
る
。
北
の
方
は
死
に
際
し
、
何
年
も
お

親
し
み
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
若
宮
を
お
残
し
す
る
悲
し
さ
を
、
口
に
な

さ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
【
12
】
若
宮
は
、
今
は
内
裏
に
の
み
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
七
歳
に
お
な

り
に
な
る
の
で
、
御
書
始
な
ど
を
お
さ
せ
に
な
る
と
、
世
に
ま
た
と
な

く
聡
明
で
賢
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
度
を
超
し
て
恐
ろ
し
い
ほ
ど
と

ご
覧
に
な
る
。

　

今
と
な
っ
て
は
、
ど
な
た
に
お
か
れ
て
も
、
ど
う
し
て
お
憎
み
申
さ

れ
よ
う
か
。
母
君
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
類
な
く

美
し
い
お
姿
や
顔
だ
ち
に
皆
心
打
た
れ
、
愛
お
し
い
方
と
お
思
い
申
し

あ
げ
ら
れ
る
。

　

帝
が
弘
徽
殿
な
ど
へ
お
渡
り
に
な
る
際
の
お
供
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

御
簾
の
中
に
も
お
入
れ
申
し
上
げ
な
さ
る
。
恐
ろ
し
い
武
士
を
敵
と
し

て
い
よ
う
と
も
、
何
は
さ
て
お
き
、
若
宮
を
見
る
と
心
が
な
ご
ん
で
し

ん
方か

た

に
ゆ
か
ん
と
願ね

か

ひ
た
ま
ふ
し
る
し
に
や
、
つ
ひゐ

に
失う

せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

ぬ
れ
ば
、
ま又

　た4

こ
れ
を
思ゝ

ほ

し
嘆な

け

き
け
る
こ事

　と4

か
ぎ
り
な
し
。
宮
は
六む

つ
に
な
り
た給

　

　
ま
ふ
4

4

年と
し

な
れ
ば
、
こ
の
た
び
は
思お

ほ

し
知ゝ
り
て
、
い
み
じ

う
恋こ

ひ
泣な

き
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
年と

し

ご
ろ
馴な

れ
き
こ
え
た給

　ま4

へ
る
を
、
見
た
て

ま
つ
り
置を

く
悲か

な

し
さ
を
ぞ
、
の
た
ま
ひ
け
る
。

【
12
】
若
宮
、
妃
た
ち
に
親
し
む

　

今い
ま

は
内う

裏ち

に
の
み
さ
ぶ
ら
ひ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
七な

ゝ

つ
に
な
り
た給

　ま4

へ
ば
、

御
書文

始は
し
め

な
ど
せ
さ
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、
世よ

に
知し

ら
ず
聡さ

と

く
賢か

し
こ

く
お
は
す

れ
ば
、
あ
ま
り
恐を

そ

ろ
し
き
ま
で
ご御

覧ら
ん

ず
。

　

今い
ま

は
誰た

れ

も
誰〳〵
も
な
に
か
は
憎に

く

み
き
こ
え
た給

　ま4

は
ん
。
母は

ゝ

君
おを

は
せ

ね
ば
、
か
く
類た

く
ひ

な
き
御
さ
ま
、
容か

た
ち貌
を
み
な
あ
は
れ
が
り
、
ら
う

た
き
も
の
に
て
聞き

こ
え
た
ま
ふ
。

　

弘こ
う

徽き

殿
な
ど
に
も
渡わ

た

ら
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

御
供と

も

に
て
、
や
が
て
御み

簾す

の
中

に
も
入い

れ
た
て
ま
つ
ら
せ
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。
い（

一
）

み
じ
き
武も

の
ゝ
ふ士
を
敵か

た
き

に
て
持も

た
ま
へ
り
と
も
、
ま
づ
見
て
は
心
や
は
ら
ぎ
ぬ
べ
き
さ
ま
し
た給

　ま4

へ

れ
ば
、
え
さ
し
放は

な

ち
き
こ
え
た給

　ま4

は
ず
。
女
宮
た
ち
も
二ふ

た

と
こ
ろ
さ）

48
（

一
「
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
、
男
女
の
仲
を
も
や
は
ら
げ
、
た
け
き
武
士
の
心
を
も
慰
む
る
は
歌
な
り
」（
古

今
集
・
仮
名
序
）
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ま
う
に
ち
が
い
な
い
様
子
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
突
き
放
し
申

す
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
い
。
弘
徽
殿
女
御
に
は
姫
宮
た
ち
も
お
二

方
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
こ
の
若
宮
に
肩
を
並
べ
ら
れ
そ
う
な
美
質
の
な

い
の
こ
と
を
、
ま
こ
と
に
残
念
に
お
思
い
で
あ
っ
た
。

　

ど
ち
ら
の
方
々
も
隠
れ
と
お
す
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
な
い
で
、
若

君
を
は
っ
き
り
と
拝
見
な
さ
る
と
、
も
う
今
の
時
分
か
ら
す
ば
ら
し
く

気
品
が
あ
り
、
こ
ち
ら
が
気
恥
ず
か
し
い
ほ
ど
優
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
ま
こ
と
に
立
派
で
気
の
張
る
遊
び
敵
だ
と
、
ど
な
た
も
お
思
い

申
し
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
正
式
な
ご
学
問
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
琴
笛
の
音
で
も
雲
居
を
響
か
せ
、
そ
の
ご
才
能
を
す
べ

て
並
べ
て
い
け
ば
じ
つ
に
仰
々
し
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
普
通
の
方

で
は
な
い
よ
う
に
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
様
子
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。

　
【
13
】
そ
の
こ
ろ
、
高
麗
人
が
来
朝
し
て
い
た
中
に
、
才
知
あ
る
相

人
が
い
た
の
を
帝
は
お
聞
き
及
び
に
な
り
、
宮
中
へ
お
召
し
に
な
る
の

は
宇
多
の
帝
の
ご
訓
戒
が
あ
っ
た
の
で
、
た
い
そ
う
こ
っ
そ
り
と
目
立

た
な
い
よ
う
に
し
て
、
こ
の
皇
子
を
鴻
臚
館
に
お
遣
わ
し
に
な
る
。
ご

後
見
の
よ
う
に
お
仕
え
し
て
い
る
右
大
弁
の
子
と
い
う
こ
と
に
し
て
、

お
連
れ
申
し
上
げ
る
。

　

相
人
は
驚
い
て
、
幾
度
と
な
く
首
を
傾
げ
て
い
ぶ
か
し
が
る
。「
国

の
親
と
な
っ
て
、
ま
こ
と
至
上
の
位
に
の
ぼ
る
べ
き
相
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
人
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
方
と
し
て
見
る
と
、
国
が
乱
れ
て
憂
慮
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
朝
廷
の
要
と
な
っ
て
国
政
を
補
佐
す
る

し
並な

ら

び
お
は
し
ま
す
に
、
な
ず
ら
ひ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

べ
き
方か

た

な
き
ぞ
、
い
と

口く
ち

惜を

し
か
り
け
る
。

　

い
づ
れ
の
御
方か

た

々〳
〵

も
え
隠か

く

れ
あ
へえ

た
ま
は
ず
、
み
な
見み

え
た
て
ま

つ
り
た給

　

　
ま
ふ
4

4

に
、
今い

ま

よ
り
い
み
じ
う
な
ま
め
か
し
う
恥は

づ
か
し
げ
に

おを

は
す
れ
ば
、
い
と
を
か
し
う
打ゝ
ち
と
け
ぬ
遊あ

そ

び
が
た
き
に
ぞ
、
み

な
思
ひ
き
こ
え
た給

　ま4

へ
る
。
わ
ざ
と
の
御
学か

く

問も
ん

を
ば
さ
る
も物

　の4

に
て
、

は
か
な
き
琴こ

と

笛ふ
え

の
音ね

に
も
雲く

も

居ゐ

を
響ひ

ゝ

か
し
、
す
べ
て
言い

ひ
つ
づゝ
け
ば

い
と
こ
と
ご〳〵
と
し
く
、
た
だゝ
者も

の

に
も
あ
ら
ず
聞き

こ
えへ

ぬ
べ
き
御
あ
り

さ
ま
に
な
ん
おを

は
し
け
る
。

【
13
】
高
麗
の
相
人
の
観
相

　

そ）
49
（

の
こ
ろ
、
高こ

麗ま

人
の
参ま

い

り
た
り
け
る
中
に
、
か
し
こ
き
相さ

う

人
の

あ
り
け
る
を
聞き

こ
し
め
し
て
、
宮
の
内う

ち

に
召め

さ
ん
は
宇う

多た

の）
50
（

帝み
か
と

の

御
諫い

さ

め
あ
り
け
れ
ば
、
い
み
じ
う
忍し

の

び
や
つ
し
て
、
こ
の
皇み

子こ

を
鴻こ

う

臚ろ

館く
わ
ん

に
遣つ

か

は
し
た
り
。
御
後う

し
ろ

見み

だ
ち
て
仕つ

か

う
ま
つ
る
右）

51
（

大
弁
の
子こ

の
や
う
に
思お

も

は
せ
て
、
率ゐ

て
た
て
ま
つ
る
。

　

相さ
う

人
驚お

と
ろ

き
て
、
あ
ま
た
たゝ
び
傾か

た
ふ

き
あ
や
し
が
る
。「
国く

に

の
親お

や

と

な
り
て
、
い
と
そ
の
上か

み

な
き
位く

ら
ゐ

に
の
ぼ
る
べ
き
相さ

う

お
は
し
ま
す
人
の
、

そ
の
方か

た

に
つ
け
て
は
乱み

た

れ
憂う

れ
ふ
る
こ事

　と4

や
あ
ら
ん
。
お
ほ
や
け
の

固か
た

め
と
な
り
て
天
下
を
た
す
く
る
方か

た

に
て
見み

れ
ば
、
そ
の
相さ

う

違た
か

ふ
」



― 27 ―

陽明文庫蔵『源氏物語』校注・訳（一）（瓦井・松本）

方
と
し
て
見
る
と
、
そ
の
相
も
違
っ
て
い
ま
す
」
と
申
し
上
げ
る
。

　

右
大
弁
も
漢
才
ゆ
た
か
な
博
士
な
の
で
、
相
人
と
言
い
交
わ
し
た
こ

と
に
は
興
趣
が
あ
っ
た
。
詩
な
ど
を
作
り
交
わ
し
て
、
相
人
は
今
日
明

日
に
も
帰
国
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
こ
の
よ
う
に
世
に
も
稀
な
す
ば
ら

し
い
人
に
お
会
い
で
き
た
喜
び
と
、
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
帰
国
が
悲

し
く
な
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
趣
旨
を
見
事
な
詩
に
す
る
と
、
皇
子

も
琴
線
に
触
れ
る
句
を
お
作
り
に
な
る
の
を
、
こ
の
上
な
く
お
褒
め
申

し
て
、
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
を
献
上
す
る
。
朝
廷
か
ら
も
相
人
へ
多
く

の
品
々
を
お
与
え
に
な
っ
た
の
を
、
帝
は
言
外
な
さ
ら
な
い
が
、
自
然

と
噂
は
広
が
り
、
春
宮
の
祖
父
で
あ
る
右
大
臣
な
ど
が
お
聞
き
に
な
っ

て
、「
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
」
と
疑
念
を
抱
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
だ
っ
た
。

　
【
14
】
帝
は
畏
れ
多
い
御
心
に
よ
っ
て
、
大
和
相
に
仰
せ
つ
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
今
ま
で
こ
の
若
宮
を
親
王
に
も
お

さ
せ
に
な
ら
な
か
っ
た
の
を
、「
相
人
は
ま
こ
と
に
聡
明
で
あ
る
」
と

お
考
え
あ
わ
せ
に
な
ら
れ
、「
無
品
の
親
王
で
外
戚
の
後
ろ
盾
が
な
い

と
い
っ
た
不
安
定
な
世
渡
り
は
さ
せ
ま
い
。
私
の
治
世
も
い
つ
ま
で
続

く
か
分
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
臣
下
と
し
て
朝
廷
の
ご
後
見
を
す
る
こ

と
こ
そ
将
来
も
安
泰
と
い
う
も
の
だ
」
と
ご
決
心
な
さ
っ
て
、
ま
す
ま

す
ご
学
問
を
お
さ
せ
申
し
上
げ
な
さ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
を
お
学
ば

せ
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
ご
才
能
は
一
際
抜
き
ん
で
て
い
て
、
臣
下
に

は
じ
つ
に
惜
し
い
の
だ
が
、
親
王
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
世
間
か
ら
の
疑

い
を
負
う
に
違
い
な
い
様
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
宿
曜
と
い
う
優

と
申
す4

。

　

弁
も
才さ

ゑ

か）
52
（

し
こ
き
博は

か

士せ

に
て
、
言い

ひ
か
は
し
た
る
こ事

　と4

ど
も
な
ん

興け
う

あ
り
け
る
。
文ふ

み

な
ど
作つ

く

り
か
は
し
て
、
今け

日ふ

明あ

日す

帰か
へ

り
な
ん
と
す

る
に
、
か
く
め
づ
ら
し
く
あ
り
が
た
き
人
に
会あ

ひ
た
て
ま
つ
り
た
る

喜よ
ろ
こ

び
、
か
へ
り
て
は
悲か

な

し
か
る
べ
き
こ事

　と4

の
心
ば
へ
を
おゝ
も
し
ろ

く
作つ

く

り
た
る
に
、
皇み

子こ

も
あ
は
れ
な
る
句く

を
作つ

く

り
た給

　ま4

へ
る
を
、
か

ぎ
り
な
く
愛め

で
た
て
ま
つ
り
て
、
い
み
じ
き
贈お

く

り
物も

の

ど
も
を
捧さ

ゝ

げ
た

て
ま
つ
る
。
朝お

ほ
や
け廷
よ
り
も
多お

ほ

く
の
物も

の

ど
も
賜た

ま

は
せ
け
る
を
、
漏も

ら
さ

せ
た給

　ま4

は
ね
ど
、
お
の
づ
か
ら
言こ

と

広ひ
ろ

ご
り
て
、
春と

う

宮
の
祖お

ほ

父ち

大お
と臣ゝ
な

ど
聞き

きゝ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、
い
か
な
る
こ事

　と4

に
か
と
思お

ほ

し
疑う

た
か

ひ
て
な
ん
あ

り
け
る
。

【
14
】
帝
、
若
宮
の
臣
籍
降
下
を
決
定

　

帝み
か
と

、
か
し
こ
き
御
心
に
大や

ま
と和
相さ

う

に
思お

ほ

し
仰お

ほ

せ
た
る
こ事

　と4

あ
り
け

れ
ば
、
今い

ま

まゝ
で
こ
の
君
を
親み

王こ

に
も
な
さ
せ
た
ま
は
ざ
り
け
る
を
、

相さ
う

人
は
ま
こ
と
に
か
し
こ
か
り
け
り
と
思お

ほ

し
め
し
合あ

は
せ
て
、
無
品

の
親
王
の
外
戚し

や
く

の
寄よ

せ
な
き
に
て
は
漂た

ゝ
よ

は
さ
じ
、
わ
が
御
代よ

も
い

と
定さ

た

め
な
き
を
、
た
だゝ
人
に
て
朝お

ほ
や
け廷
の
御
後う

し
ろ

見み

す
る
な
ん
、

）
53
（

行ゆ

く
末す

ゑ

も
頼た

の

も
し
げ
な
る
と
思お

ほ

し
定さ

た

め
て
、
い
よ
い〳〵
よ
御
学か

く

問も
ん

を
せ
さ

せ
た
て
ま
つ
り
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
道み

ち

々〳
〵

の
才さ

え

を
な
ら
は
さ
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

に
、
際き

は

こ）
54
（

と
に
て
、
た
だゝ
人
に
は
い
と
あ
た
ら
し
け
れ
ど
、
親み

王こ

に
お
は
せ

ば
世よ

の
疑う

た
か

ひ
負お

ひい

ぬ
べ
く
も
の
し
た給

　ま4

へ
ば
、
宿す

く
え
う曜
の
か）

55
（

し
こ
き

道み
ち

に
も
勘か

う
か

へ
さ
せ
た給

　

　

ま
ふ

4

4

に
、
た
だゝ
同お

な

じ
さ
ま
に
の
み
勘か

う
か

へ
申
せ
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れ
た
道
に
も
判
断
お
さ
せ
に
な
る
と
、
た
だ
同
じ
よ
う
に
の
み
判
じ
申

す
の
で
、
源
氏
に
し
て
さ
し
あ
げ
る
よ
う
お
取
り
計
ら
い
に
な
っ
た
。

　
【
15
】
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
、
帝
は
御
息
所
の
こ
と
を

お
忘
れ
に
な
る
と
き
が
な
い
。「
心
が
慰
め
ら
れ
よ
う
か
」
と
し
か
る

べ
き
人
々
を
入
内
さ
せ
て
ご
覧
に
な
る
が
、
更
衣
と
比
較
す
る
こ
と
す

ら
で
き
そ
う
な
方
も
な
く
、
あ
の
よ
う
な
人
は
め
っ
た
に
お
ら
れ
な
い

世
で
あ
る
の
で
、
た
だ
鬱
々
と
沈
み
こ
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　

前
帝
の
四
の
宮
で
、
美
貌
の
評
判
が
高
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
を
、

母
后
が
ま
た
と
な
く
大
切
に
お
育
て
申
し
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

帝
に
お
仕
え
し
て
い
る
典
侍
が
、
前
帝
の
御
代
の
人
で
、
そ
の
宮
に
も

親
し
く
参
上
し
て
い
た
の
で
、
幼
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
ろ
か
ら
拝

見
し
、
今
も
ほ
の
か
に
お
見
か
け
し
て
、「
お
隠
れ
に
な
っ
た
御
息
所

の
お
顔
ば
せ
に
肩
を
お
並
べ
に
な
る
人
を
、
三
代
の
帝
に
お
仕
え
し
ま

し
た
も
の
の
拝
す
る
こ
と
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
后
の
宮
の
姫

宮
こ
そ
、
ま
こ
と
に
御
息
所
を
髣
髴
と
さ
せ
る
よ
う
ご
成
長
あ
そ
ば
し

ま
し
た
。
ま
っ
た
く
稀
な
る
ご
美
貌
で
す
」
と
奏
上
し
た
の
を
お
聞
き

に
な
っ
て
、「
ま
こ
と
だ
ろ
う
か
」
と
御
心
を
と
め
ら
れ
た
の
で
、
入

内
さ
せ
申
し
上
げ
な
さ
る
よ
う
熱
心
に
お
申
し
入
れ
に
な
っ
た
の
を
、

母
后
は
「
ま
あ
、
恐
ろ
し
い
。
春
宮
の
母
君
の
女
御
は
性
格
に
た
い
そ

う
難
が
あ
っ
て
、
桐
壺
の
御
息
所
も
ま
っ
た
く
取
る
に
足
ら
な
い
よ
う

に
扱
わ
れ
た
と
か
。
そ
の
例
も
不
吉
な
こ
と
で
す
」
と
躊
躇
わ
れ
て
、

は
っ
き
り
と
ご
決
意
な
さ
ら
な
い
う
ち
に
、
そ
の
母
后
は
お
亡
く
な
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
心
細
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
た
だ

ば
、
源
氏
に
な
し
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
べ
く
思お

ほ

し
おを

き
て
た
り
。

【
15
】
前
帝
の
四
の
宮
、
入
内
し
て
藤
壺
女
御
と
な
る

　

年と
し

月
に
そ
へ
て
、
御宮

息す

所
の
御
こ事

　と4

思お
ほ

し
忘わ

す

る
るゝ
と
き
な
し
。

慰な
く
さ

む
や
と
さ
る
べ
き
人
々〳

〵

を
参ま

い

ら
せ
て
ご御

覧ら
ん

ず
る
に
も
、
な）

56
（

ずな
ら

ひ
に
だ
に
思お

ほ

し
め
さ
る
べ
き
も
な
く
、
あ
り
が
た
き
世
な
り
け
れ
ば
、

も
の
憂う

く
の
み
思お

ほ

し
む
す
ぼ
ほゝ
れ
た
り
。

　

前
帝た

い

の
四
の
宮
の
、
御
容か

た
ち貌
す
ぐ
れ
た
る
名
高た

か

く
お）

57
（

は
し
ま
す
を
、

母は
ゝ

后き
さ
き

、
二に

な
く
か
し
づ
き
た
て
ま
つ
り
た給

　

　

ま
ひ
4

4

け
り
。
上う

ゑ

に
さ
ぶ

ら
ふ
典な

い
し
の
す
け侍
、
前せ

ん

帝た
い

の
御
時
の
人
に
て
、
か
の
宮
に
も
親し

た

し
く
参ま

い

り

け
れ
ば
、
小ち

ゐ

さ
く
おを

は
し
ま
し
け
る
御
時と

き

よ
り
見
た
て
ま
つ
り
、
今い

ま

も
ほ
の
見み

た
て
ま
つ
り
て
、「
失う

せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

に
し
御宮

息す

所
の
御
容か

た
ち貌

に
な
ず
ら
は
せ
た給

　ま4

へ
る
人
を
、
三
代
の
宮み

や

仕つ
か

へ
つ
か
う
ま
つ
り
つ

る
に
、
え
見
た
て
ま
つ
り
は侍

　べ4

ら
ぬ
を
、
后き

さ
い

の
宮
の
姫ひ

め

宮
こ
そ
い

と
よ
く
お
ぼ
え
て
生を

ひ
出い

で
さ
せ
た
ま
へ
れ
。
類た

く
ひ

あ
り
が
た
き
御

容か
た
ち貌
な
り
」
と
奏そ

う

し
け
る
を
聞き

こ
し
め
し
て
、
ま
こ
と
に
や
と
御
心

と
ま
ら
せ
た給

　ま4

へ
ば
、
参ま

い

ら
せ
た
て
ま
つ
ら
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

べ
き
由よ

し

ね
ん

ご
ろ
に
聞き

こ
え
た
ま
ひ
け
る
を
、
母は

ゝ

后き
さ
き

、「
あ
な
恐お

そ
ろ

し
や
。
春と

う

宮

の
女
御
の
御
心
い
と
さ
が
な
く
て
、
桐き

り

壺つ
ほ

の
御み

や
す息
所
も
い
と
は
か
な

く
も
て
な
さ
れ
に
け
り
。
例た

め
し

も
ゆ
ゆゝ
し
」
と
思お

ほ

し
つ
つゝ
み
て
、
す

が
す〳〵
が
と
も
思お

ほ

し
た
たゝ
ざ
り
け
る
ほ
ど
に
、
后き

さ
き

失う

せ
た
ま
ひ
ぬ
。

「
心こ

ゝ
ろ

細ほ
そ

く
おを

は
し
ま
す
ら
む
を
、
た
だゝ
女
御み

子こ

た
ち
の
同お

な

じ
列つ

ら

に
思

ひ
き
こ
え
ん
」
と
せ
ち
に
聞き

こ
え
た給

ま4

へ
ば
、
さ
ぶ
ら
ふ
人
々〳

〵

、
御
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私
の
皇
女
た
ち
と
同
様
に
お
思
い
申
し
上
げ
る
つ
も
り
で
す
」
と
熱
心

に
申
し
上
げ
な
さ
る
の
で
、
姫
宮
に
お
仕
え
し
て
い
る
女
房
、
ご
後
見

の
人
々
、
御
兄
弟
の
兵
部
卿
宮
な
ど
が
「
ま
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
に
寂

し
く
お
過
ご
し
に
な
る
よ
り
は
、
内
裏
に
お
住
ま
い
に
な
っ
て
気
を
お

晴
ら
し
な
さ
い
ま
せ
」
な
ど
と
お
決
め
に
な
っ
て
、
入
内
さ
せ
申
し
上

げ
ら
れ
た
。

　

御
局
は
藤
壺
で
あ
る
。
お
顔
だ
ち
や
姿
は
、
帝
が
お
聞
き
に
な
っ
て

い
た
こ
と
と
違
わ
ず
す
ば
ら
し
い
の
に
加
え
、
本
当
に
不
思
議
な
ま
で

に
更
衣
の
面
影
に
似
通
う
と
お
感
じ
に
な
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
び
の

方
は
身
分
も
高
く
、
思
慮
深
く
て
、
ど
な
た
も
見
下
し
申
す
こ
と
が
お

で
き
に
な
ら
な
い
の
で
、
気
兼
ね
な
く
振
る
舞
わ
れ
て
ご
不
満
な
こ
と

が
な
い
。
あ
の
桐
壺
更
衣
は
世
間
が
お
許
し
申
さ
な
か
っ
た
の
に
、
ご

寵
愛
は
不
都
合
な
ほ
ど
深
か
っ
た
こ
と
よ
。
お
気
持
ち
が
移
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
自
然
と
気
が
紛
れ
、
亡
き
更
衣
へ
の
恋
し
さ
が
特

別
お
慰
み
に
な
る
の
も
、
感
慨
深
い
こ
と
な
の
だ
っ
た
。

　
【
16
】
源
氏
の
君
は
帝
の
お
側
を
お
離
れ
に
な
ら
な
い
の
で
、
帝
が

た
び
た
び
お
渡
り
に
な
る
お
方
に
お
か
れ
て
は
、
ま
し
て
隠
れ
き
る
こ

と
が
お
で
き
に
な
ら
な
い
。
ど
ち
ら
の
妃
た
ち
も
、「
私
は
人
に
劣
っ

て
い
る
だ
ろ
う
」
と
思
う
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
、
各
々
ま
こ
と
に
美
し

く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
皆
お
年
を
重
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
に
あ
っ

て
、
藤
壺
女
御
は
じ
つ
に
若
く
て
可
愛
ら
し
く
、
こ
と
さ
ら
お
隠
れ
に

な
る
け
れ
ど
も
、
源
氏
の
君
は
朝
夕
に
帝
の
お
側
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
自
然
と
ち
ら
り
と
拝
見
な
さ
る
と
、
母
君
の
御
息
所
の
こ
と
は
面

後う
し
ろ

見み

た
ち
、
御
兄せ

う

人と

の
兵
部
卿の
宮
な
ど
、「
げ
に
、
か
く
つ
れ
づ〳〵
れ

と
お
は
し
ま
さ
む
よ
り
は
、
内う

裏ち

住す

み
も
し
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
御
心
も
や
れ

か
し
」
な
ど
定さ

た

め
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
参ま

い

ら
せ
た
て
ま
つ
ら
せ
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
け

り
。

　

御
局つ

ほ
ね

は
藤ふ

ち

壺つ
ほ

な
り
。
御
容か

た
ち貌
、
あ
り
さ
ま
は
、
聞き

こ
し
め
し
しゝ

に
違た

か

は
ず
め
で
た
き
に
そ
へ
て
も
、
げ
に
あ
や
し
き
ま
で
ぞ
お
ぼ
え

た給

　

　
ま
ひ
4

4

け
る
。
こ
れ
は
人
の
御
ほ
ど
も
ま
さ
り
、
思
ひ
や
り
め
で
た

く
て
、
誰た

れ

も
え
貶を

と
し

め
き
こ
え
た給

　ま4

は
ね
ば
、
う
け
ば
り
て
あ
か
ぬ

こ事

　と4

な
し
。
か
れ
は
人
の
許ゆ

る

し
申
さ
ざゝ
り
し
に
、
御）

58
（

心
ざ
し
は
あ
や

に
く
な
り
し
ぞ
か
し
。
思お

ほ

し
移う

つ

る
と
は
な
け
れ
ど
、
おを

の
づ
か
ら
ま

ぎ
れ
て
、
昔む

か
し

の
恋こ

ひ

し
さ
こ
よ
な
く
慰な

く
さ

ま
せ
た給

　

　

ま
ふ
4

4

も
、
あ
は
れ
な

る
わ
ざ
な
り
け
り
。

【
16
】
源
氏
、
藤
壺
女
御
を
慕
う

　

源
氏
の
君
は
御
あ
た
り
避さ

け
さ
せ
た
ま
は
ね
ば
、
し
げ
く
渡わ

た

ら
せ

た給

　

　
ま
ふ
4

4

御
方か

た

に
は
、
ま
し
て
え
隠か

く

れ
あ
へえ

た
ま
は
ず
。
い
づ
れ
の
御

方か
た

も
、
わ
れ
人
に
劣を

と

ら
む
と
思お

ほ

し
た
る
人
や
は
あ
る
、
と
り
ど〳〵
り
に

い
と
め
で
た
く
お
は
す
れ
ど
、
み
な
大を

と
な人
び
つ
つゝ
も
の
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

御

中
に
、
い
と
若わ

か

う
美ゝ

つ
く

し
げ
に
て
、
せ
ち
に
隠か

く

れ
た
ま
へ
ど
、
朝あ

さ

夕ゆ
ふ

に
さ
ぶ
ら
ひ
た給

　ま4

へ
ば
、
お
の
づ
か
ら
漏も

り
見み

た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま

ふ
に
、
母は

ゝ

御宮

息す

所
は
影か

け

だ
に
お
ぼ
え
た
ま
は
ぬ
に
、「
こ
れ
な
ん
、
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影
す
ら
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
も
の
の
、「
こ
ち
ら
の
お
方
が
、

た
い
そ
う
御
母
君
に
似
申
し
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
典
侍
が

申
し
上
げ
る
の
で
、
幼
心
に
な
ん
と
も
慕
わ
し
い
と
思
い
申
し
上
げ
、

常
に
拝
見
し
て
い
た
く
、「
慣
れ
親
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お

思
い
に
な
っ
て
い
る
と
、
帝
に
お
か
れ
て
も
、
こ
の
上
な
く
大
切
な
お

二
人
な
の
で
、「
源
氏
の
君
を
お
疎
み
に
な
ら
れ
ま
す
な
。
こ
の
君
は
、

不
思
議
な
ほ
ど
、
あ
な
た
に
母
を
重
ね
て
拝
見
し
て
し
ま
う
ば
か
り
な

の
で
す
。
失
礼
な
と
お
思
い
に
な
ら
ず
、
お
可
愛
い
が
り
く
だ
さ
い
。

亡
き
更
衣
は
面
ざ
し
や
目
も
と
な
ど
が
あ
な
た
に
と
て
も
よ
く
似
て
い

た
人
な
の
で
、
あ
な
た
を
母
に
似
通
う
よ
う
拝
見
す
る
ら
し
い
の
も
無

理
も
な
い
こ
と
で
す
」
な
ど
常
に
申
し
上
げ
な
さ
る
の
を
、
幼
心
に
嬉

し
く
思
っ
て
、
さ
さ
や
か
な
花
や
紅
葉
に
つ
け
て
も
、
風
情
あ
る
も
の

を
好
意
の
し
る
し
に
差
し
上
げ
る
な
ど
、
格
別
に
御
心
を
寄
せ
申
さ
れ

る
の
で
、
弘
徽
殿
女
御
は
ま
た
こ
の
藤
壺
女
御
と
も
ご
関
係
が
よ
く
な

く
、
源
氏
の
君
を
気
に
入
ら
な
い
女
御
に
連
な
る
者
と
し
て
、
桐
壺
更

衣
の
ご
生
前
か
ら
の
憎
さ
も
加
わ
っ
て
、
じ
つ
に
不
愉
快
だ
と
思
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　

源
氏
の
君
が
ま
こ
と
類
な
く
す
ば
ら
し
い
と
拝
見
な
さ
り
、
名
高
く

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
藤
壺
女
御
の
ご
美
貌
に
も
、
さ
ら
に
こ
の
君
の
照
り

映
え
る
よ
う
な
美
し
さ
は
ま
さ
っ
て
い
て
、
愛
ら
し
い
こ
と
は
喩
え
よ

う
も
な
い
の
で
、
世
間
の
人
々
は
「
光
る
君
」
と
お
呼
び
す
る
。
藤
壺

女
御
も
こ
れ
に
肩
を
お
並
べ
に
な
っ
て
、
ご
帝
寵
も
そ
れ
ぞ
れ
に
め
で

た
い
と
し
て
、「
輝
く
日
の
宮
」
と
申
し
上
げ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

い
と
よ
う
似に

た
て
ま
つ
ら
せ
た給

ま4

へ
る
」
と
典な

い
し
の
す
け侍
の
聞き

こ
え
け
れ

ば
、
若わ

か

き
御
心
に
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
き
こ
え
て
、
常つ

ね

に
見
た
て
ま

つ
ら
ま
ほ
し
う
、
な
づ
さ
ひ
ま
ゐい

ら
せ
ば
や
と
ぞ
お
ぼ
え
た給

　

　
ま
ふ
4

4

に
、

上う
ゑ

も
か
ぎ
り
な
き
御
思を

も

ひ
ど
ち
に
て
、「
な
疎う

と

み
た給

　

　

ま
ひ
4

4

そ
。
あ
や

し
く
よ
そ
へ
き
こ
え
つ
べ
く
な
ん
あ
る
。
な
め
し
と
思お

ほ

さ
で
、
ら
う

た
く
し
た
ま
へ
。
面つ

ら

つ
き
、
ま
み
な
ど
の
い
と
よ
く
似に

た
り
し
人
ゆ

ゑへ

、
通か

よ

ひ
き
こ
え
た
め
る
も
似に

げ
な
か
ら
ず
」
な
ど
常つ

ね

に
聞き

こ
え

た給

　

　

ま
ふ
4

4

を
、
幼ゝ

さ
な

心
地ち

に
う
れ
し
う
思お

も

ひ
て
、
は
か
な
き
花
紅も

み
ち葉
に

つ
け
つ
つゝ
も
、
を
か
し
き
さ
ま
な
る
を
ば
心
ざ
し
な
ど
こ
よ
な
く
心

寄よ

せ
き
こ
え
た給

　ま4

へ
ば
、
弘
徽
殿
ま又

　た4

こ
の
宮
と
も
御
仲な

か

ら
ひ
う
る

は
し
か
ら
ず
、
そ
ば
そ〳〵
ば
し
き
ゆ
か
り
に
、
も
と
よ
り
の
憎に

く

さ
う
ち

そ
ひ
て
、
い
と
も
の
し
と
思お

ほ

し
た
り
。

　

世よ

に
類た

く
ひ

な
く
を
か
し
と
見み

た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
、
名
高た

か

く
お

は
す
る
女
御
の
御
容か

た
ち貌
も
、
な
ほを

こ
の
君
の
匂に

ほ

は
し
さ
は
ま
さ
り
て
、

美う
つ
く

し
げ
な
る
こ事

　と4

た
と
え
ん
方か

た

な
き
を
、
世よ

の
人
、「
光ひ

か

る
君き

み

」
と

聞き

こ
ゆ
。
藤ふ

ち

壺つ
ほ

な
ら
び
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
御
お
ぼ
え
も
と
り
ど〳〵
り
な
り
と

て
、「
か
かゝ
や
く
日
の
宮
」
と
ぞ
聞き

こ
ゆ
め
り
し
。
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【
17
】
帝
は
こ
の
君
の
童
形
の
お
姿
を
少
し
も
変
え
た
く
な
い
と
お

思
い
に
な
る
が
、
十
二
歳
に
お
な
り
の
年
、
ご
元
服
が
行
わ
れ
る
。
帝

は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
熱
心
に
采
配
な
さ
っ
て
、
定
め
ら
れ
た
儀
式
を
さ

ら
に
豪
華
に
し
、
大
変
に
華
美
を
極
め
ら
れ
る
。
前
年
、
春
宮
の
ご
元

服
が
南
殿
で
行
わ
れ
た
と
き
の
儀
式
の
壮
麗
さ
に
引
け
を
お
取
ら
せ
に

な
る
点
が
な
い
。
各
所
で
行
わ
れ
る
饗
で
、
内
蔵
寮
や
穀
倉
院
な
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
が
公
的
行
事
の
決
ま
り
通
り
に
い
つ
も
は
な
お
ざ
り
に

ご
調
進
す
る
も
の
な
ど
も
、
今
回
は
特
段
の
ご
指
示
が
あ
っ
て
、
皆
各

自
が
善
美
を
尽
く
し
て
い
る
。

　

帝
が
お
い
で
に
な
る
清
涼
殿
の
東
廂
に
東
向
き
に
御
倚
子
を
置
き
、

引
入
の
大
臣
の
御
座
は
帝
の
御
前
に
あ
る
。
定
刻
に
な
っ
て
、
源
氏
が

参
上
な
さ
る
。
角
髪
を
お
結
い
に
な
っ
て
い
る
面
ざ
し
や
顔
の
輝
く
よ

う
な
美
し
さ
は
、
大
人
の
姿
に
な
ら
れ
る
の
が
惜
し
い
さ
ま
で
あ
る
。

大
蔵
卿
が
理
髪
を
ご
担
当
す
る
。
ま
こ
と
に
美
し
い
御
髪
を
削
ぐ
の
は

心
苦
し
い
様
子
で
あ
る
。
帝
は
、「
御
息
所
が
見
た
な
ら
ば
」
と
お
思

い
起
こ
し
に
な
る
と
堪
え
が
た
い
も
の
の
、
気
を
強
く
お
持
ち
に
な
る
。

　

君
は
加
冠
の
儀
を
終
え
ら
れ
て
、
ご
休
憩
所
に
退
出
な
さ
り
、
大
人

の
ご
装
束
に
お
召
し
替
え
し
て
、
東
庭
へ
降
り
て
拝
舞
な
さ
る
姿
に
、

皆
涙
を
落
さ
れ
る
。
ま
し
て
帝
は
涙
を
こ
ら
え
る
こ
と
が
お
で
き
に
な

ら
ず
、
お
忘
れ
に
な
る
折
も
あ
っ
た
昔
の
こ
と
も
、
今
改
め
て
ひ
ど
く

悲
し
く
お
思
い
に
な
る
。「
こ
の
よ
う
に
ほ
ん
の
幼
い
年
頃
で
は
大
人

の
姿
で
見
劣
り
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
」
と
疑
わ
し
く
思
わ
れ
て
い
た

が
、
ま
た
世
に
も
稀
な
、
驚
く
ば
か
り
の
美
し
さ
が
お
加
わ
り
に
な
っ

【
17
】
源
氏
、
元
服
す
る

　

こ
の
君
の
御
童わ

ら
は

姿す
か
た

い
と
変か

へ
ま
う
く
思お

ほ

せ
ど
、
十
二
に
な
り

た給

　

　

ま
ふ
4

4

年と
し

、
御
元く

ゑ
ん

服ふ
く

の
こ事

　と4

あ
り
。
帝み

か
と

よ
ろ
づ
に
居ゐ

た
ち
思お

ほ

し
営

い
と
な

み
て
、
か）

59
（

ぎ
り
あ
る
こ事

　と4

に
こ
と
を
そ
へ
、
い
み
じ
き
け
う
ら
を
尽つ

く
さ
せ
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。
一ひ

と

年ゝ
せ

、
春と

う

宮
の
御
元く

ゑ
ん

服ふ
く

、
南
殿
に
て
あ
り
し
儀き

式し
き

の
よ
そ
ほ
し
さ
に
劣を

と

ら
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

こ
と
な
し
。
と
こ
ろ
ど〳

〵

こ
ろ
4

4

の

饗き
や
う

、
内く

蔵ら

寮つ
か
さ

、
穀こ

く

倉さ
う

院
な
ど
や
う
の
お
ほ
や
け
ご
と
に
例れ

い

の
疎を

ろ
そ

か

に
仕つ

か

ふ
ま
つ
る
こ事

　と4

ど
も
もゝ
、
と
り
わ
き
た
る
仰お

ほ

せ
言事

あ
り
て
、
み

な
お
の
お〳〵
の
き
よ
ら
を
尽つ

く
し
た
り
。

　

おを

は
し
ま
す
殿て

ん

の
東

ひ
ん
か
し

の
廂ひ

さ
し

に
東

ひ
ん
か
し

向む

き
に
御こ

倚い

子し

た
て
てゝ
、
引ひ

き

入い
れ

の
大
臣
の
御
座さ

、
御
前
に
あ
り
。
時
な
り
て
、
源く

ゑ
ん

氏し

参ま
い

り
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。

鬟
ひ
ん
つ
ら

結ゆ

ひい

た
ま
へ
る
面つ

ら

つ
き
、
顔か

ほ

の
匂に

ほ

ひ
、
さ
ま
変か

へ
た給

　ま4

は
ん
こ

と
惜を

し
げ
な
り
。
大お

ほ

蔵く
ら

卿
、
蔵く

ら

人
仕つ

か

ふ
ま
つ
る
。
い
と
き
よ
ら
な
る

御
髪く

し

を
削そ

ぐ
ほ
ど
、
心
苦く

る

し
げ
な
り
。
上う

ゑ

は
、
御み

や
す息
所
の
見み

ま
し
か

ば
と
思お

ほ

し
出い

づ
る
に
堪た

へ
が
た
き
を
、
心
強つ

よ

く
思お

ほ

し
か
へ
す
。

　

冠
か
う
ふ
り

し
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、
御
休や

す

み
所
に
ま
か
で
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、
御
衣そ

た
て

ま
つ
り
変か

へ
て
、
下を

り
て
拝は

い

し
た
て
ま
つ
り
た給

　

　
ま
ふ
4

4

さ
ま
を
、
み
な

人
涙な

み
た

落お

と
し
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。
帝み

か
と

は
ま
し
て
え
忍し

の

ば
せ
た
ま
は
ず
、
思お

ほ

し

忘わ
す

る
るゝ
折お

り

も
あ
り
つ
る
昔む

か
し

の
こ事

　と4

も
、
と
り
か
へ
し
い
と
悲か

な

し
く

思お
ほ

さ
る
。
い
と
か
く
き
び
はわ

な
る
ほ
ど
は
上あ

げ
劣を

と

り
も
や
、
と
疑

う
た
か

は
し
く
思お

ほ

し
つ
る
を
、
ま
た
め
づ
ら
か
に
あ
さ
ま
し
き
美う

つ
く

し
さ
そ

ひ
た給

　ま4

へ
り
。

　

引ひ
き

入い
れ

の
左
大
臣
、
皇み

女こ

腹は
ら

に
た
だゝ
一ひ

と
り人

い
つ
き
た給

　

　

ま
ふ

4

4

御
娘む

す
め

、
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た
。

　

加
冠
役
の
左
大
臣
が
、
皇
女
と
の
間
に
も
う
け
て
愛
育
な
さ
っ
て
い

る
一
人
娘
、
こ
の
姫
君
に
は
春
宮
か
ら
入
内
の
ご
希
望
が
あ
り
な
が
ら

も
、
そ
れ
を
渋
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、
こ
の
君
に
さ
し
あ
げ
よ

う
と
い
う
志
が
深
い
た
め
な
の
だ
っ
た
。
帝
に
ご
内
意
を
お
伺
い
に
な

る
と
、
賛
意
を
示
さ
れ
て
、「
そ
れ
な
ら
ば
元
服
の
日
に
そ
の
ま
ま
、

こ
れ
に
あ
た
っ
て
の
後
見
も
い
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
添
臥
に
」
と
促
さ

れ
た
の
で
、
左
大
臣
も
そ
の
お
つ
も
り
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
殿
上
の
間

の
ご
休
憩
所
に
ご
退
出
さ
れ
て
、
人
々
が
ご
下
賜
の
お
酒
を
召
し
上

が
っ
て
い
る
と
き
に
、
親
王
た
ち
の
御
座
の
末
席
に
源
氏
の
君
が
お
つ

き
に
な
っ
た
。
左
大
臣
が
ご
結
婚
の
こ
と
を
ほ
の
め
か
さ
れ
る
が
、
気

恥
ず
か
し
く
て
何
と
も
お
答
え
に
な
ら
な
い
。

　

帝
か
ら
、
内
侍
が
宣
旨
を
承
っ
て
伝
え
る
こ
と
に
は
、
左
大
臣
が
御

前
へ
参
ら
れ
る
よ
う
お
召
し
が
あ
る
の
で
、
参
上
な
さ
る
。
禄
の
品
は

帝
付
き
の
命
婦
が
取
り
次
い
で
、
さ
し
あ
げ
る
。
白
い
大
袿
、
ご
装
束

一
揃
い
と
い
う
、
通
例
の
も
の
で
あ
る
。
帝
は
御
盃
を
賜
る
際
に
、

幼
い
源
氏
の
君
が
初
め
て
結
っ
た
元
結
に
、
あ
な
た
の
姫
君
と
の

末
長
い
関
係
を
誓
う
心
も
共
に
結
び
こ
め
た
の
か
。

ご
意
向
を
こ
め
て
念
を
お
押
し
に
な
る
。

結
び
こ
め
た
私
の
志
も
深
い
元
結
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
元
結
の

紐
の
濃
い
紫
色
（
源
氏
の
君
の
御
心
）
さ
え
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
ら
、
末
長
く
。

と
奏
上
な
さ
り
、
長
橋
か
ら
降
り
て
拝
舞
さ
れ
る
。
左
馬
寮
の
御
馬
、

春と
う

宮
よ
り
御
け
し
き
あ
る
を
、
思ゝ

ほ

し
わ
づ
ら
ふ
こ事

　と4

あ
り
け
る
、
こ

の
君
に
た
て
ま
つ
ら
ん
の
心こ

ゝ
ろ

深ふ
か

き
な
り
け
り
。
上う

ゑ

に
御
け
し
き
賜

た
ま
は

ら
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

け
れ
ば
、
御
け
し
き
よ
く
て
、「
さ
ら
ば
や
が
て
、
こ

の
折を

り

の
後う

し
ろ

見み

な
か
め
る
を
、
添そ

ひ

臥ふ
し

に
も
」
と
も
よ
ほを

さ
せ
た給

　

　

ま
ひ
4

4

け
れ
ば
、
さ
思お

も

ほ
し
た
り
。
殿
上
に
ま
か
で
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
人
々〳

〵

大お
ほ

御み

酒き

な
ど
ま
ゐい

る
ほ
ど
、
親み

王こ

た
ち
の
御
座さ

の
末す

ゑ

に
源
氏
の
君き

み

つ
き
た

ま
へ
り
。
大お

と臣ゝ
、
け
し
き
ば
み
た
ま
ふ
こ事

　と4

あ
れ
ど
、
も
の
恥は

づ
か

し
く
て
と
も
か
く
も
あ
ひ
し
ら
ひ
た
ま
は
ず
。

　

御
前
よ
り
、
内な

い
し侍
、
宣せ

ん
し旨
承

う
け
た
ま
は

り
伝つ

た

へ
て
、
大を

と
臣ゝ
参ま

い

り
た給

　

　

ま
ふ
4

4

べ
き
召め

し
あ
れ
ば
、
参ま

い

り
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。
禄ろ

く

の
物
、
上う

ゑ

の
命み

や
う

婦
取と

り
て

ま
ゐい

れ
り
。
白し

ろ

き
大お

ほ

袿う
ち
き

、
御
装し

や
う

束そ
く

一ひ
と

く
だ
り
、
例れ

い

の
こ
と
な
り
。

御
盃

さ
か
つ
き

の
つ
い
で
に
、

い）
60
（

と
け
な
き
初は

つ

も）
61
（

と
ゆ
ひ
に
な
が
き
世
を
ち
ぎ
る
心
は
結む

す

び
こ

め
つ
や

心こ
ゝ
ろ

ば
へ
あ
り
て
驚お

と
ろ

か
さ
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。

結む
す

び
つ
る
心
も
深ふ

か

き
も
と
ゆ
ひ
に
こ
き
む
ら
さ
き
の
色い

ろ

し
あ
せ

ず
は

と
奏そ

う

し
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
長な

か

橋は
し

よ
り
下を

り
て
舞ふ

た
う踏
し
た
ま
ふ
。
左
馬の

つ
か
さ寮
の

御
馬む

ま

、
蔵く

ら

人
所と

こ
ろ

の
御
鷹た

か

据す

ゑ
て
賜給

は

り
た
ま
ふ
。
御み

階は
し

の
も
と
に
親み

王こ

た
ち
上か

ん
た
ち
め

達
部
つ
ら
ね
て
、
禄ろ

く

ど
も
品し

な

々〳
〵

賜給
は

り
た
ま
ふ
。

　

そ
の
日
の
御
前
の
檜ひ

割わ
り

子こ

、
折お

り

櫃ひ
つ

物
な
ど
、
右
大
弁
な
ん
承

う
け
給
は

り

て
仕つ

か

ふ
ま
つ
ら
せ
け
る
。
屯と

ん

食し
き

、
禄ろ

く

の
唐か

ら

櫃ひ
つ

な
ど
とゝ
こ
ろ
せ
き
ま
で
、

春と
う

宮
の
御
元く

ゑ
ん

服ふ
く

の
よ
り
も
数か

す

ま
さ
り
て
、
な中

　か4

な〳〵
か
か
ぎ
り
も
な



― 33 ―

陽明文庫蔵『源氏物語』校注・訳（一）（瓦井・松本）

蔵
人
所
の
御
鷹
を
と
ま
ら
せ
て
拝
領
な
さ
る
。
御
階
の
も
と
に
親
王
た

ち
や
上
達
部
が
並
び
、
禄
を
身
分
に
応
じ
て
頂
戴
な
さ
る
。

　

当
日
に
御
前
に
献
上
さ
れ
る
檜
割
子
、
折
櫃
物
な
ど
は
、
右
大
弁
が

ご
指
示
を
承
っ
て
準
備
さ
せ
た
。
屯
食
や
禄
の
唐
櫃
な
ど
も
置
き
場
所

が
な
い
ほ
ど
で
、春
宮
の
御
元
服
よ
り
も
数
が
ま
さ
っ
て
い
て
、か
え
っ

て
こ
の
上
も
な
く
盛
大
で
あ
っ
た
。

　
【
18
】
元
服
の
儀
に
続
い
て
、
そ
の
夜
、
左
大
臣
の
お
邸
に
源
氏
の

君
を
お
連
れ
申
し
上
げ
な
さ
る
。
婿
取
り
の
儀
は
類
ま
れ
な
ほ
ど
立
派

で
、
熱
心
に
お
も
て
な
し
申
し
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ま
こ
と
に
お

年
若
で
お
い
で
に
な
る
の
を
、
不
吉
な
ま
で
に
美
し
い
と
お
思
い
申
さ

れ
る
。
女
君
は
少
し
年
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
源
氏
の
君
が
大
変

お
若
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
、
不
釣
り
合
い
で
恥
ず
か
し
い
と
お
思

い
で
あ
る
。

　

こ
の
大
臣
へ
の
帝
の
ご
信
任
は
た
い
そ
う
厚
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
う

え
、
姫
君
の
母
宮
は
帝
の
后
腹
の
皇
女
で
、
当
帝
の
ご
姉
妹
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
ご
夫
婦
ど
ち
ら
を
と
っ
て
も
大
変
ご
威
勢
華
や
か
で
あ

る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
源
氏
の
君
ま
で
も
婿
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
、
春
宮

の
御
祖
父
と
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
政
治
を
掌
中
に
お
さ
め
ら
れ
る
は
ず
の

右
大
臣
殿
の
ご
勢
力
は
、
今
の
と
こ
ろ
問
題
に
も
な
ら
な
い
ほ
ど
気
圧

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

左
大
臣
は
お
子
た
ち
を
、
あ
ち
こ
ち
の
女
性
と
の
間
に
た
い
そ
う
多

く
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
宮
が
お
あ
げ
に
な
っ
た
お
子
は
、
蔵
人

少
将
で
大
変
若
く
立
派
な
方
な
の
で
、
右
大
臣
は
左
大
臣
方
と
ご
関
係

く
い
か
め
し
う
な
ん
あ
り
け
る
。

【
18
】
源
氏
、
葵
上
と
結
婚
す
る

　

や
が
て
そ
の
夜
、
大を

と臣ゝ
の
御
里さ

と

に
源
氏
の
君
ま
か
で
さ
せ
た
て
ま

つ
り
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
作さ

法ほ
う

世よ

に
め
づ
ら
し
き
ま
で
、
も
て
か
し
づ
き
きゝ
こ

え
た給

　ま4

へ
り
。
い
と
き
び
はわ

に
て
おを

は
し
た
る
を
、
ゆ
ゆゝ
し
く
美

う
つ
く

し
と
思
ひ
き
こ
え
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
女
君
は
す
こ
し
大お

と
な人
び
た
ま
へ
れ
ば
、

い
と
若わ

か

く
おを

は
す
る
を
、
似に

げ
な
く
恥は

づ
か
し
と
思お

ほ

し
た
り
。

　

こ
の
大を

と臣ゝ
の
御
お
ぼ
え
い
と
や
ん
ご
と
な
く
お
は
す
る
に
、
母は

ゝ

宮
、

帝み
か
と

の
御
后き

さ
き

腹は
ら

の
皇み

女こ

に
て
、
当
帝た

い

の
御
姉い

も
う
と妹
に
おを

は
し
け
れ
ば
、

い
づ
方か

た

に
つ
け
て
も
い
と
は）

62
（

な
や
か
な
る
に
、
こ
の
君
さ
へ
おを

は
し

そ
ひ
ぬ
れ
ば
、
春と

う

宮
の
御
祖お

ほ
ち父
に
て
つ
ひい

に
世
を
ま
つ
り
ご
ち

た給

　

　

ま
ふ
4

4

べ
き
右
の
大お

ほ
い
と
の殿
のゝ
御
勢い

き
を

ひ
は
、
た
だゝ
今い

ま

も
の
に
も
あ
ら
ず

圧お

さ
れ
た
ま
へ
り
。

　

御
子
ど
も
、
腹は

ら

々〳
〵

に
い
と
多お

ほ

く
も
の
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
こ
の
宮
の
御
腹は

ら

の
は
、
蔵く

ら

人
の
少
将
に
て
い
と
若わ

か

く
を
か
し
き
を
、
右み

き

の
大を

と臣ゝ
、
御

仲中

は
よ
か
ら
ね
ど
見
過す

ぐ
し
た給

　ま4

は
で
、
い
と
か
な
し
う
し
た給

　

　
ま
ふ
4

4

四
の
君き

み

に
あ
は
せ
た
て
ま
つ
り
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
劣お

と

ら
ず
も
て
か
し
づ
き

た
ま
へ
ば
、
あ
ら
ま
ほ
し
き
御
あ
は
ひ
ど
も
に
な
ん
。
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【
19
】
源
氏
、
藤
壺
女
御
へ
の
恋
心
に
苦
し
む

　

源
氏
の
君き

み

は
、
上う

ゑ

の
常つ

ね

に
お
ぼ
つ
か
な
が
り
、
召め

し
ま
つ
は
せ
ば
、

心
安や

す

く
里さ

と

住す

み
も
え
し
た給

　ま4

は
ず
。
心
の
内う

ち

に
も
た
だゝ
藤ふ

ち

壺つ
ほ

の
御

容か
た
ち貌
、
あ
り
さ
ま
を
類た

く
ひ

な
し
と
思
ひ
き
こ
え
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、
さ
や
う

な
ら
ん
人
を
こ
そ
見み

め
、
世よ

に
似ゝ
る
人
な
く
も
おを

は
し
け
る
か
な
と

の
み
思
ひ
あ
り
き
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
大お

ほ
と
の殿
のゝ
姫ひ

め

君
、
い
と
を
か
し
げ
に
て
か

し
づ
か
れ
た
ま
へ
る
人
と
は
見み

え
た給

　ま4

へ
れ
ど
、
心
に
も
つ
か
ず
お

ぼ
え
た給

　

　

ま
ひ
4

4

て
、
幼お

さ
な

き
ほ
ど
の
心
ひ
と
つ
に
置を

き
所
な
く
苦ゝ

る

し
き

ま
で
ぞ
嘆な

け

か
し
か
り
け
る
。

　

大を
と
な人
び
た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
後の

ち

は
、
あ）

63
（

り
し
や
う
に
も
御み

簾す

の
内う

ち

な
ど
に
も

入い

り
た
ま
は
ず
、
御
遊あ

そ

び
な
ど
の
折を

り

々〳
〵

、
琴こ

と

笛ふ
え

の
音ね

に
聞き

こ
え
か
よ

ひ
、
ほ
の
か
な
る
御
声こ

ゑ

、
け
は
ひ
ば
か
り
聞き

く
を
慰な

く
さ

め
に
て
、
内う

裏ち

住す

み
の
み
好こ

の

ま
し
く
お
ぼ
え
た給

　ま4

へ
ば
、
五
六
日
と
さ
ぶ
ら
ひ

た給

　

　
ま
ひ
4

4

て
、
大
殿と

の

に
は
二
三
日
な
ど
絶た

え
絶〳〵
え
に
ま
か
で
た
ま
へ
ど
、

た
だゝ
今い

ま

は
幼お

さ
な

き
御
ほ
ど
に
よ
ろ
づ
を
罪つ

み

な
く
思お

ほ

し
な
し
て
、
は
か

り
も
な
く
営い

と
な

み
か
し
づ
き
た
て
ま
つ
り
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。
さ
ぶ
ら
ふ
女
房
、

童わ
ら
は

よ
り
は
じ
め
て
、
世
に
おを

し
な
べ
た
ら
ぬ
を
選え

り
と
とゝ
の
へ
、

す
ぐ
り
出い

で
てゝ
さ
ぶ
ら
は
せ
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。
御
心こ

ゝ
ろ

に
つ
く
べ
き
御
遊あ

そ

び

を
よ
ろ
づ
に
お
ほ
な
お〳

〵

ほ
な
4

4

思お
ほ

し
た
る
さ
ま
、
おを

ろ
か
な
ら
ず
。

は
良
く
な
い
も
の
の
お
見
過
ご
し
に
な
れ
ず
、
た
い
そ
う
可
愛
が
っ
て

い
る
四
の
君
に
縁
付
か
せ
さ
し
あ
げ
な
さ
っ
て
、
左
大
臣
が
源
氏
の
君

に
な
さ
る
の
に
劣
ら
ず
こ
の
蔵
人
少
将
を
大
切
に
お
世
話
な
さ
っ
て
い

る
の
で
、
ど
ち
ら
も
理
想
的
な
ご
関
係
で
あ
る
。

　
【
19
】
源
氏
の
君
は
、
帝
が
常
に
会
い
た
が
ら
れ
、
お
召
し
に
な
っ

て
お
側
に
置
か
れ
る
の
で
、
ゆ
っ
た
り
と
自
邸
で
過
ご
す
こ
と
も
お
で

き
に
な
ら
な
い
。
心
の
中
で
も
た
だ
藤
壺
女
御
の
ご
容
姿
や
お
姿
を
類

も
な
い
と
お
思
い
申
さ
れ
て
、「
こ
の
方
の
よ
う
な
人
を
こ
そ
妻
に
し

た
い
。
世
に
ま
た
と
な
く
優
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
よ
」
と
の
み
絶

え
ず
思
い
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
左
大
臣
の
姫
君
は
大
変
す
ば
ら
し

く
、
大
切
に
育
て
ら
れ
た
人
だ
と
は
お
見
受
け
す
る
も
の
の
、
心
を
ひ

か
れ
な
い
と
お
感
じ
に
な
っ
て
、
藤
壺
女
御
の
こ
と
を
幼
心
に
も
一
心

に
、
身
の
置
き
ど
こ
ろ
が
な
く
苦
し
い
ほ
ど
に
嘆
か
れ
て
い
る
の
だ
っ

た
。

　

元
服
な
さ
っ
て
か
ら
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
藤
壺
女
御
の
御
簾
の
中

な
ど
に
も
お
入
り
に
な
ら
ず
、
管
弦
の
御
遊
び
な
ど
の
折
々
に
、
琴
笛

の
音
に
託
し
て
互
い
に
心
を
通
わ
せ
、
ほ
の
か
な
お
声
や
身
じ
ろ
ぎ
の

音
ば
か
り
を
聞
く
の
を
慰
め
と
し
て
、
内
裏
住
み
の
み
を
好
ま
し
い
と

お
感
じ
な
の
で
、
宮
中
に
五
六
日
と
伺
候
な
さ
っ
て
、
左
大
臣
邸
に
は

二
三
日
な
ど
と
い
う
ふ
う
に
途
絶
え
が
ち
に
退
出
な
さ
る
け
れ
ど
も
、

大
臣
は
、
今
は
ま
だ
幼
い
お
年
頃
な
の
で
ま
っ
た
く
悪
気
は
な
い
と
ご

自
分
に
言
い
聞
か
せ
ら
れ
て
、
は
か
り
知
れ
ず
精
を
出
し
て
お
世
話
申

し
あ
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
お
仕
え
す
る
女
房
、
童
を
は
じ
め
と
し
て
、
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《
校
訂
付
記
》

1　

原
文
「
な
け
き
お
ゝ
ふ
」。『
陽
明
叢
書
』
は
「
嘆
き
多
う
」、『
源
氏
物
語

別
本
集
成　

続
』
は
「
嘆
き
を
負
ふ
」
と
解
釈
す
る
。
格
助
詞
「
を
」
を
「
お
」

と
表
記
す
る
例
は
桐
壺
巻
に
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
「
嘆
き
覆
ふ
」
と
し
、

嘆
き
を
広
く
行
き
わ
た
ら
せ
る
意
で
仮
に
解
釈
し
た
。
た
だ
し
、「
覆
ふ
」

を
こ
の
意
で
用
い
る
例
は
中
古
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
後
考
を
俟
つ
。

2　
「
あ
つ
か
ひ
く
さ
」。「
に
（
カ
）」
の
上
か
ら
「
さ
」
を
重
ね
書
き
す
る
。

同
筆
。

3　
「
き
よ
ら
」。
虫
損
が
あ
る
が
、「
ら
」
と
判
読
し
た
。

4　
「
を
と
こ
み
こ
を
さ
へ
」。
第
一
種
の
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
た
め
、「
を
」
を

削
除
し
て
本
文
を
た
て
た
。

5　
「
御
ら
ん
す
る
に
」。
虫
損
が
あ
る
が
、「
る
」
と
判
読
し
た
。

6　
「
ま
う
に
」
と
書
き
、「
ま
」
の
上
か
ら
「
ま
」
を
重
ね
書
き
し
、「
う
」

に
ミ
セ
ケ
チ
を
附
し
て
さ
ら
に
二
重
線
で
削
除
し
、「
に
」
の
上
か
ら
「
り
」

を
重
ね
書
き
す
る
。
ミ
セ
ケ
チ
は
第
一
種
、
訂
正
は
同
筆
か
と
思
わ
れ
る
。

7　
「
あ
な
か
ち
な
る
」
の
「
な
る
」
を
擦
り
消
し
て
「
に
御
」
を
書
く
。

8　
「
心
こ
と
に
」。
虫
損
が
あ
る
が
、「
心
」
と
判
読
し
た
。

9　

原
文
「
さ
れ
事
も
や
」
の
「
れ
」
の
上
か
ら
「
る
」
を
重
ね
書
き
す
る
。

並
々
で
な
い
者
を
選
り
す
ぐ
っ
て
仕
え
さ
せ
な
さ
る
。
御
心
に
か
な
う

よ
う
な
催
し
を
何
か
に
つ
け
て
精
い
っ
ぱ
い
思
案
な
さ
る
様
子
は
、
一

通
り
で
な
い
。

　

内
裏
で
は
、
母
君
の
と
き
か
ら
の
淑
景
舎
を
御
曹
司
と
し
て
、
亡
き

御
息
所
の
女
房
た
ち
を
散
り
散
り
に
さ
せ
な
い
で
仕
え
さ
せ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
御
息
所
の
里
第
は
、
修
理
職
や
内
匠
寮
な
ど
に
宣
旨
が
下
っ

て
、
ま
た
と
な
く
す
ば
ら
し
く
改
装
お
さ
せ
に
な
る
。
も
と
か
ら
あ
る

木
立
や
築
山
の
佇
ま
い
が
情
趣
に
み
ち
た
庭
で
あ
る
の
を
、
さ
ら
に
池

を
広
々
と
造
り
な
し
、
立
派
に
造
営
す
る
の
に
賑
や
か
で
あ
る
。
源
氏

の
君
は
、「
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
理
想
と
す
る
よ
う
な
人
と
連
れ

添
っ
て
住
み
た
い
も
の
だ
」
と
の
思
い
を
強
く
さ
れ
る
。

　
「
光
る
君
」
と
い
う
称
は
、
高
麗
人
が
感
嘆
し
て
お
付
け
申
し
上
げ

た
名
で
あ
る
と
か
。

　

内う

ち裏
に
は
、
も
と
の
淑し

景け
い

舎し
や

を
御
曹さ

う

司し

に
て
、
故こ

御宮

息す

所
の
御
方か

た

の
人
々〳

〵

ま
か
で
散ち

ら
ず
さ
ぶ
ら
は
せ
た給

　

　
ま
ふ
4

4

。
里さ

と

の
殿
は
修し

う

理り

職し
き

、

内た
く
み匠
寮つ

か
さ

な
ど
に
宣せ

ん

旨し

く
だ
り
て
、
二に

な
く
改あ

ら
た

め
造つ

く

ら
せ
た給

　

　

ま
ふ
4

4

。

も
と
の
木こ

立た
ち

、
山や

ま

の
た
たゝ
ず
ま
ひゐ

、
おを

も
し
ろ
き
所
な
り
け
る
を
、

い）
64
（

と
どゝ
池い

け

の
心
広ひ

ろ

く
し
な
し
、
め
で
た
く
造つ

く

り
の
のゝ
し
る
。
か
かゝ
る

所
に
も
思お

も

ふ
や
う
な
る
人
を
具く

し
て
住す

ま
ば
や
と
思を

も

ほ
し
ま
さ
る
。

　
「
光ひ

か

る
君
」
と
は
、
高こ

ま
う
と

麗
人
の
愛め

で
てゝ
付つ

け
た
て
ま
つ
り
た
る
名

な
り
と
ぞ
。
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10　
「
き
ゝ
に
く
き
事
〇
〔
と
も
〕」

11　
「
ま
か
て
な
ん
し
」
の
「
し
」
の
上
か
ら
同
筆
で
「
と
」
と
訂
正
。

12　
「
○
〔
な
を
〕
し
は
し
」

13　
「
ま
さ
〔
を
も
〕
り
て
」。
第
三
種
の
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
た
め
、
訂
正
前
の

本
文
で
校
訂
本
文
を
た
て
た
。
傍
記
も
別
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。
後
考
を
俟

ち
た
い
。

14　
「
お
ま
ひ
ぬ
れ
は
」
の
「
お
」
の
上
か
ら
同
筆
で
「
た
」
を
書
く
。

15　
「
ま
み
な
と
も
」。
虫
損
が
あ
る
が
、「
み
」
と
判
読
し
た
。

16　
「
○
〔
て
〕
く
る
ま
」

17　
「
い
み
し
う
」
の
「
う
」
の
上
か
ら
同
筆
で
「
と
」
を
書
く
。

18　
「
ふ
た
か
ら
せ
」
の
「
か
ら
」
の
上
か
ら
「
か
ら
」
を
書
く
。

19　
「〈
判
読
不
能
〉」
の
上
か
ら
「
ま
と
ひ
」
を
書
く
。

20　
「
給
も
」。
第
二
種
の
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
た
め
、「
も
」
を
削
除
し
て
校
訂

本
文
を
た
て
た
。

21　
「
ま
し
て
」
の
「
し
て
」
の
上
か
ら
「
い
て
」
を
書
く
。

22　
「
か
な
し
か
た
し
」
の
「
か
な
し
」
を
擦
り
け
し
て
「
た
え
」
を
書
く
。

23　
「
給
に
」
の
「
に
」
の
上
か
ら
「
に
」
を
な
ぞ
り
書
き
。

24　
「
き
こ
へ
〇
〔
さ
せ
〕
い
つ
る
」

25　
「
た
て
ま
へ
り
せ
」
の
「
へ
り
」
を
擦
り
消
し
て
「
つ
ら
」
を
書
く
。

26　
「
は
く
ゝ
ま
ぬ
心
（
カ
）
ほ
つ
か
な
さ
」
の
「
心
（
カ
）」
を
擦
り
消
し
て

「
お
」
を
書
く
。
別
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。

27　
「
つ
ら
く
も
」
の
「
も
」
を
擦
り
消
し
て
「
お
」
を
書
く
。

28　
「
ま
ほ
う
し
う
」
の
「
う
し
」
の
上
か
ら
「
し
」
を
重
ね
書
き
。

29　
「
か
た
し
け
な
き
に
か
り
を
」の「
に
」を
擦
り
消
し
て「
は
」を
書
き
、「
を
」

を
擦
り
消
し
て
「
に
」
を
書
く
。

30　
「
お
ほ
さ
れ
し
も
」。
虫
損
が
あ
る
が
、「
も
」
と
判
読
し
た
。

31　
「
□
に
い
さ
ゝ
か
も
」。
□
の
字
は
虫
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
。
い
ず
れ

の
系
統
も
ほ
と
ん
ど
の
伝
本
が
「
世
」
と
す
る
た
め
、
こ
れ
を
補
っ
た
。

32　
「
こ
の
○
〔
こ
ろ
〕
あ
け
く
れ
」

33　
「
や
ま
と
の
こ
と
の
葉
」。
第
二
種
の
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
た
め
、「
の
」
を

削
除
し
て
校
訂
本
文
を
た
て
た
。

34　
「
御
せ
事
」
の
「
御
」
を
擦
り
消
し
て
「
お
ほ
」
を
書
く
。

35　

原
文
「
心
の
を
さ
ま
ら
ぬ
〔
さ
り
け
る
〕」。
ミ
セ
ケ
チ
は
第
三
種
で
、
傍

記
と
同
筆
。
訂
正
前
の
本
文
で
校
訂
本
文
を
た
て
た
。

36　
「
人
に
○
〔
は
〕
み
え
し
」

37　
「
な
つ
か
し
く
り
し
」「
く
」
の
上
か
ら
「
か
」
を
書
く
。

38　
「
か
は
し
」
を
擦
り
消
し
て
「
な
ら
へ
」
を
書
く
。

39　
「
ち
き
り
せ
」「
り
」
を
擦
り
消
し
て
「
ら
」
を
書
く
。

40　
「
見
た
て
ま
つ
る
に
」。
ミ
セ
ケ
チ
は
第
一
種
の
た
め
、「
に
」
を
削
除
し

て
本
文
を
た
て
た
。

41　
「
殿
上
人
」
を
擦
り
消
し
て
「
う
ゑ
人
」
を
書
く
。

42　
「
し
て
ゆ
る
は
」
の
「
し
て
」
を
擦
り
消
し
て
「
き
こ
」
を
書
く
。

43　
「
ゝ
（
を
）
し
し
め
し
て
」
の
「
し
」
を
擦
り
消
し
て
「
ほ
」
を
書
く
。

44　
「
へ
し
」「
し
」
を
擦
り
消
し
て
「
か
め
り
」
を
書
く
。

45　
「
あ
さ
か
れ
い
の
○
〔
御
は
か
り
〕
け
し
き
」。「
御
は
か
り
」
を
補
入
し

た
上
で
、
擦
り
消
す
。

46　
「
△
〈
判
読
不
能
〉
れ
さ
せ
」
の
「
△
」
を
擦
り
消
し
て
「
ふ
」
を
書
く
。

47　
「
さ
ふ
ら
ふ
も
」。
第
一
種
の
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
た
め
、「
も
」
を
削
除
し

て
本
文
を
た
て
た
。

48　
「
さ
し
な
ら
ひ
て
し
ま
す
に
」
の
「
て
」
を
擦
り
消
し
て
「
お
は
」
を
書
く
。

49　
「
そ
の
○
〔
こ
ろ
〕
こ
ま
人
の
」

50　
「
御
か
△
〈
判
読
不
能
〉」
を
擦
り
消
し
て
「
み
か
と
」
を
書
く
。
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51　
「
△
（
左
カ
）
大
弁
」
の
上
か
ら
「
右
大
」
を
書
く
。

52　
「
か
し
こ
き
は
△
△
〈
判
読
不
能
〉
に
て
」
の
「
△
△
」
を
擦
り
消
し
て
「
か

せ
」
を
書
く
。

53　
「
ゆ
△
〔
か
カ
〕
す
ゑ
」
の
「
△
」
の
上
か
ら
「
く
」
を
書
く
。

54　
「
こ
と
に
△
〈
判
読
不
能
〉」
の
「
△
」
の
上
か
ら
「
て
」
を
書
く
。

55　
「
か
し
△
（
と
カ
〕
き
」
の
「
△
」
の
上
か
ら
「
こ
」
を
書
く
。

56　
「
な
ず
な
ら
ひ
」
と
あ
っ
て
、
本
文
不
審
。
誤
写
や
脱
字
等
の
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
「
な
ず
ら
ひ
」
の
誤
写
と
解
釈
し
た
。

57　
「
も
の
し
ふ
△
（
を
カ
）」
を
擦
り
消
し
て
「
お
は
し
ま
す
」
を
書
く
。

58　
「
御
心
さ
し
も
」
の
「
も
」
の
上
か
ら
「
は
」
を
書
く
。

59　
「
か
き
り
な
き
し
」
を
擦
り
消
し
て
「
あ
る
事
」
を
書
く
。

60　
「
い
と
き
な
き
」
の
「
き
」
の
上
か
ら
「
け
」
を
書
く
。

61　
「
も
と
ゆ
い
」
の
「
い
」
を
擦
り
消
し
て
「
ひ
」
を
書
く
。

62　
「
は
な
や
か
に
る
に
」
の
「
に
」
の
上
か
ら
「
な
」
を
書
く
。

63　
「
あ
り
し
や
う
に
も
」。
第
三
種
の
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
た
め
、「
も
」
を
残

し
て
本
文
を
た
て
た
。

64　
「
い
と
ゝ
い
と
ゝ
」。
第
二
種
の
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
た
め
、「
い
と
ゝ
」
を

削
除
し
て
本
文
を
た
て
た
。

〈
付
記
〉
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
陽
明
文
庫
文
庫
長
の
名
和
修
先
生

よ
り
、
当
該
資
料
へ
の
閲
覧
調
査
や
公
刊
の
申
請
・
許
可
に
際
し
て
、

格
段
の
ご
配
慮
と
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

る
。
な
お
、
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
・
課
題
番
号

20K
12938

／
若
手
研
究
（
Ｂ
）・
課
題
番
号17K

13402

）
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
か
わ
ら
い
・
ゆ
う
こ　

就
実
大
学　

／
ま
つ
も
と
・
お
お
き　

関
西
大
学
）


